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世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
新
聞
︵
フ
リ
ー
︶©
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２
０
２
０
年
国
勢
調
査
︵
セ

ン
サ
ス
︶
の
回
答
期
限
が
９
月

30
日
ま
で
と
な
り
、
あ
と
１
か

月
に
迫
っ
て
い
る
。
米
国
全
体

で
は
10
世
帯
の
う
ち
４
世
帯
が

ま
だ
回
答
し
て
お
ら
ず
、
回
答

率
は
65
％
を
下
回
っ
て
い
る
。

未
回
答
︵
数
に
数
え
ら
れ
な
か

っ
た
人
︶
が
い
る
場
合
、
そ
の

州
の
救
急
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機

関
、
教
育
、
道
路
補
修
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
に

対
し
て
、
ひ
と
り
あ
た
り
毎
年

数
千
ド
ル
を
失
う
可
能
性
や
、

連
邦
議
会
を
含
め
た
政
治
の
場

で
適
正
な
議
席
数
を
確
保
で
き

な
い
恐
れ
も
あ
る
。

　

国
勢
調
査
局
は
８
月
24
日
か

ら
30
日
ま
で
を
﹁
ア
ジ
ア
ン
・

ウ
ィ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
﹂
と
定
め
て
、
日
本
語
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
含
む
ア
ジ
ア
系
米

国
人
の
回
答
率
を
引
き
上
げ
る

た
め
に
、
30
以
上
の
組
織
や
20

人
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

ら
を
動
員
し
、
最
後
の
重
点
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
さ
ら

に
市
民
団
体
や
社
会
福
祉
事
業

者
、
Ｅ
コ
マ
ー
ス
企
業
の
よ
う

な
組
織
も
国
勢
調
査
へ
の
回
答

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
、
国
勢
調
査

局
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
デ
ィ
リ

ン
ハ
ム
局
長
は
８
月
14
日
、﹁
す

べ
て
の
人
の
安
全
を
確
保
し
な

が
ら
、
国
勢
調
査
を
確
実
に
実

行
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を

講
じ
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見

直
し
て
い
る
﹂
と
述
べ
た
。
国

勢
調
査
局
は
質
問
票
の
記
入
を

支
援
を
す
る
た
め
調
査
員
を
必

要
な
世
帯
に
派
遣
し
て
い
る

が
、
調
査
員
は
戸
別
訪
問
す
る

に
あ
た
り
、
公
衆
衛
生
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
遵
守
す
る
研
修
を
受

け
、
個
人
防
護
用
具
を
着
用
す

る
。デ
ィ
リ
ン
ハ
ム
局
長
は﹁
国

勢
調
査
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、
質
問

票
へ
の
記
入
、
電
話
、
ま
た
は

調
査
員
へ
直
接
回
答
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
回
答
す
る
こ
と

で
、
自
分
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
重
要
な
リ
ソ
ー
ス
を
確
保

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
、

ま
だ
の
人
は
今
す
ぐ
お
願
い
し

ま
す
﹂
と
述
べ
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
回
答
は2020census.

gov

に
ア
ク
セ
ス
す
る
。
日

本
語
に
よ
る
電
話
受
け
付
け
は

８
４
４
・
４
６
０
・
２
０
２
０
。

感
謝
祭
パ
レ
ー
ド

例
年
と
違
う
趣
向
で
実
施
へ

　

大
手
デ
パ
ー
ト
・
チ
ェ
ー
ン

の
メ
イ
シ
ー
ズ
は
こ
の
ほ
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

影
響
で
、
11
月
に
予
定
し
て
い

た
感
謝
祭
パ
レ
ー
ド
は
﹁
例
年

通
り
に
は
行
わ
な
い
﹂
方
針
を

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
伝
え
た
。 

　

同
パ
レ
ー
ド
の
主
催
者
に
よ

る
と
、同
パ
レ
ー
ド
は
﹁
中
止
﹂

で
は
な
く
、
今
年
７
月
の
独
立

記
念
日
の
花
火
大
会
と
同
じ
よ

う
に
、
安
全
を
確
保
し
た
上
で

の
新
た
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
方
式
で

祝
賀
を
提
供
す
る
と
し
、
詳
細

は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。 

昨日のごとく
SEPTEMBER 11, 2020

　

９
・
11
米
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
か
ら
19
年

目
と
な
る
今
年
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
閉
鎖
さ

れ
て
い
た
９
・
11
メ
モ
リ
ア
ル
＆
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
が
、
今
月
12
日
︵
土
︶
か
ら
６
か
月
ぶ

り
に
再
オ
ー
プ
ン
し
一
般
公
開
を
開
始
す

る
。
同
館
は
ま
ず
同
事
件
の
犠
牲
者
遺
族
を

対
象
に
11
日
に
再
開
し
、
翌
日
か
ら
一
般
の

入
館
が
可
能
に
な
る
が
、
当
面
は
清
掃
作
業

を
念
入
り
に
行
う
た
め
、
開
館
時
間
は
次
の

通
り
に
短
縮
さ
れ
る
。
木
曜
と
金
曜
は
正
午

〜
午
後
7
時
、
土
曜
〜
月
曜
は
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
、
火
曜
と
水
曜
は
休
館
。

　

す
べ
て
の
入
場
者
は
９
月
４
日
か
ら
販
売

開
始
さ
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ト
か
ら
時
間

指
定
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
。
入
場
時
の
体

温
測
定
、
マ
ス
ク
着
用
、
25
％
の
入
場
制
限

が
あ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト911m
em

orial.org

を
参
照
。

　︵
９
・
11
メ
モ
リ
ア
ル
に
刻
ま
れ
た
犠
牲

者
の
名
前
。
星
条
旗
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。

撮
影
・
８
月
29
日
午
後
１
時
、
三
浦
良
一
︶

国
勢
調
査
追
い
込
み

ア
ジ
ア
系
の
回
答
率
引
き
上
げ
に
全
力　

　

米
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶

は
８
月
24
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

検
査
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
︵
指
針
︶
を
、
感
染

者
と
の
濃
厚
接
触
後
も
症
状
の
な
い
人
は

必
ず
し
も
受
け
る
必
要
は
な
い
と
変
更
し

た
。
米
厚
生
省
の
ブ
レ
ッ
ト
・
ジ
ロ
ワ
ー

次
官
補
は
記
者
団
に
、
無
症
状
感
染
者
の

検
査
が
早
す
ぎ
る
と
ウ
イ
ル
ス
を
確
認
で

き
ず
、
安
全
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
こ

と
で
感
染
拡
大
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
と
説
明
し
た
。
ま
た
﹁
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
︵
作

業
部
会
︶
の
助
言
を
受
け
て
い
る
﹂
と
述

べ
た
。

　

こ
れ
ま
で
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、
感
染
者
か
ら
６

フ
ィ
ー
ト
︵
約
１
・
８
メ
ー
ト
ル
︶
以
内

に
15
分
以
上
い
た
場
合
は
症
状
が
な
く

て
も
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
と
し
て
い

た
。
し
か
し
今
回
、﹁
感
染
者
と
15
分

以
上
の
濃
厚
接
触︵
６
フ
ィ
ー
ト
以
内
︶

が
あ
っ
て
も
、重
症
化
し
や
す
い
人
や
、

医
師
や
公
衆
衛
生
当
局
か
ら
受
け
る
よ

う
勧
め
ら
れ
た
場
合
を
除
き
、
検
査
は

必
ず
し
も
受
け
る
必
要
は
な
い
﹂
と
変

更
し
た
。　
　
　

︵
関
連
記
事
４
面
に
︶

ウ
イ
ル
ス
検
査
は

症
状
あ
る
人
だ
け

CDC が指針を変更

Census 2020
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９月 NY 日系人会の行事

定期クラス　生徒募集中！火曜 10:45am 〜 11:45am 太極拳ク
ラス（from 9/17）／火曜 13:00 〜 15:00 書道クラス @JAA and 
via ZOOM ／金曜 13:15 〜 15:00 JAA コーラス via ZOOM

■９月７日（月）レイバーデーにて事務局休み　
■ 10 日（木）13:00 〜 15:00 「笹野大輔さんによる ZOOM の

使い方講座」@ JAA Hall　ZOOM をパソコン、携帯電話や
アイパッドへのダウンロードの仕方から、使い方を学ぶ。「秋
のヘルスフェア」のオンライン講座を受けるために学びま
しょう！ 定員 10 人。

■ 11 日（金）「9/11 ボランティア」マスクと折鶴を Food Bank 
of New York に送るボランティア活動。マスクや折鶴は 9/11
までに JAA へ送付するとまとめて Food Bank へ届けられる。

■ 12 日（土）19:00 〜 20:00　オンライン講座「ニューヨーク
における COVID-19 の爆発的感染拡大について」コロンビア
大学の島田悠一先生が説明する。

■ 13 日（日）13:00 〜 14:00「電話によるコミュニティーカフェ」
指導は坂神けい子さん。誰でも参加できる。

■ 14 日（月）・21 日（月）10:0 〜 12:00 「シニアへの無料ヘアカッ
ト」9/14 は田原ミチさん、佐々木ノリさん、津田やすこさん、
窪田敏次さん、 9/21 は小須田シゲさん、小林はるかさん、秋
元亮佑さんがヘアカットを行う。定員各 15 人。要予約。

■ 15 日（火）18:00 〜 20:00　オンライン講座「日米の年金・
国籍・老後の日本帰国」講師は年金アドバイザーの市川俊治
さん。ZOOM で参加できない人は、JAA ホールで講演を聞
くことができる。

■ 17 日（木）10:00 〜 12:00　電話相談室「加藤恵子弁護士の
米国の移民法」各 15 分。　　

■ 18 日（金）9:00 〜 11:00　オンライン個別相談室「大谷和
彦弁護士による日米での財産と遺産相続」、18:00 〜 19:00　
オンライン講座「日本人のための相続問題〜日本に居る家族
が亡くなったら？日本と米国にある財産と遺言」

■ 21 日（月）・22 日（火）9:00 〜 11:00　ZOOM 個別相談室「市
川俊治さんの年金・国籍・老後の帰国」各 30 分。ZOOM が
ない人は JAA で相談を受けられる

■ 23 日（水）13:00 〜 17:00　電話相談室「大島襄米国公認会
計士の国際相続などの税法について」各 30 分。18:30 〜 理
事会 via ZOOM

■ 24 日（木）13:00 〜 17:00　電話個別相談「ヘレン・イリエ
弁護士と滝川玲子弁護士の遺言・諸問題の無料法律相談室」
各 30 分。18:00 〜 20:00　オンライン講座：ヘレン・イリエ
弁護士と滝川玲子弁護士の「新法メディケイドでのホームケ
アについてとエステイト（遺言、Health Care Proxy, Living 
Wills, Power of Attorney）プラニング」。

 The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

日
本
で
42
万
部
と
い
う
絵

本
と
し
て
異
例
の
大
ヒ
ッ
ト

を
記
録
し
た
、﹁
え
ん
と
つ
町

の
プ
ペ
ル
﹂ 

が
原
作
の
全
編

英
語
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

﹁P
ou

pelle of C
h

im
n

ey 
T

ow
n

﹂
の
オ
ン
ラ
イ
ン
先
行

配
信
を
９
月
19
日
︵
土
︶
と
20

日
︵
日
︶
の
２
日
間
行
う
。
脚

本
は
原
作
者
の
西
野
亮
廣
の
原

案
を
元
に
英
語
に
し
て
上
演
。

キ
ャ
ス
ト
、ス
タ
ッ
フ
は
全
員
、

現
地
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
者
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
ミ 

ュ
ー
ジ
カ
ル
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
全
編
の
作
曲
を

手
掛
け
、
音
楽
監
督
も
務
め
る

佐
賀
県
鳥
栖
市
出
身
の
日
本
人

作
曲
家 K

o T
anaka

︵
29
︶。

　

同
作
品
は
オ
フ
ブ
ロ
ー
ド
ウ

ェ
ー
の
劇
場
で
今
年
９
月
に
公

演
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
公
演
は
来
年
に
延

期
さ
れ
た
。
今
回
の
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
で
は
、Zoom

 

を
利
用

し
す
で
に
完
成
し
て
い
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
と
ス
ト
ー
リ
ー
を
全

編
披
露
。
俳
優
た
ち
が
本
番
さ

な
が
ら
の
歌
唱
を
個
別
な
が
ら

映
像
で
届
け
る
。

　

音
楽
監
督
のT

anaka

は 

日
本
で
は 

Ｈ
Ａ
Ｌ
名
古
屋
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
学
科
を
経
て
、

名
古
屋
、
東
京
で
演
劇
の
劇
中

曲
の
作
曲
を
始
め
た
。
全
編
作

曲
を
担
当
し
た
現
代
演
劇
﹁
し

っ
ぽ
を
掴
ま
れ
た
欲
望(

パ
ブ

ロ
・
ピ
カ
ソ
﹂(

体
現
帝
国)

が
日
本
最
大
の
国
際
芸
術
祭
、

あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
公

演
さ
れ
た
ほ
か
、
シ
ョ
ー
ト
ミ

ュ
ー
ジ
カ 

ル
作
品
の
作
曲
も

数
々
手
掛
け
て
実
績
を
積
ん

だ
。
90
分
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で

登
場
す
る
歌
唱
曲
は
16
曲
。
全

て
書
き
下
ろ
し
の
新
曲
で
う
ち

4
曲
は
西
野
亮
廣
氏
作
曲
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
を
編
曲
し

た
。
そ
の
他
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
音
楽
も
含
め
全
編

で
約
30
曲
の
作
編
曲
を
担

当
し
た
。

　

T
anaka

は
﹁
希
望
に

溢
れ
た
物
語
を
コ
ロ
ナ
の

中
、
エ
ン
タ
メ
が
行
き
詰

ま
っ
た
中
で
ズ
ー
ム
公
演

で
き
る
こ
と
の
偶
然
に
運

命
的
な
も
の
を
感
じ
る
﹂

と
話
し
て
い
る
。
公
演
の

申
し
込
み
は
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
か

ら
。
５
０
０
０
円
の
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
リ
タ
ー
ン

と
し
て
公
演
配
信
リ
ン
ク

が
取
得
で
き
る
。

https://silkhat.yoshimoto.co.jp/projects/1769
　

ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
に
苦

し
め
ら
れ
る
女
子
ア
ナ
の
奮
闘

を
描
い
た
海
外
ド
ラ
マ
﹁
報
道

バ
ズ
﹂
が
、
日
本
に
引
き
続
き

ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
で
配
信

さ
れ
る
。
ネ
ッ
ト
の
嫌
が
ら
せ

の
被
害
者
だ
け
で
な
く
、
加
害

者
の
心
情
も
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ド
ラ
マ
は
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
ド
も
利
用
し
、

Ｎ
Ｙ
を
拠
点
と
し
て
活
動
す
る

日
本
人
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
・
フ
ィ

ル
ム
メ
ー
カ
ー
が
制
作
し
た
。

１
話
20
分
、
全
６
話
の
連
続
ド

ラ
マ
。

　

日
本
の
大
手
テ
レ
ビ
局
で
女

子
ア
ナ
と
し
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
番

組
ば
か
り
担
当
し
て
い
た
主
人

公
︵
本
田
真
穂
︶
が
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
小
さ
な
ニ
ュ
ー
ス
ア

プ
リ
会
社
に
就
職
。
偶
然
知
る

こ
と
に
な
っ
た
日
本
の
テ
レ
ビ

局
の
や
ら
せ
報
道
を
ス
ク
ー
プ

す
る
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
炎
上
し

た
。
恐
怖
感
と
戦
い
な
が
ら

も
、
日
に
日
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト

す
る
ネ
ッ
ト
い
じ
め
を
煽
る
ツ

イ
ー
ト
発
信
者
を
突
き
止
め
る

た
め
、
大
胆
な
行
動
に
出
る
。

制
作
は
Ｎ
Ｙ
で
活
動
す
る
ク
リ

エ
イ
タ
ー
チ
ー
ム
・
デ
ル
ッ
ク
。

出
演
は
本
田
真
穂
、松
崎
悠
希
、

倉
持
哲
郎
、
辛
源
、
コ
リ
ン
ズ
・

ユ
リ
エ
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.derrrrruq.com

/
hodobuzz

を
参
照
。

え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ
ル

オ
ン
ラ
イ
ン
で
先
行
配
信

K
o T

an
ak

a

音
楽
監
督

「報道バズ」
米英で公開決定
全 6 話の連続ドラマ
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日
本
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
は

﹁
お
辞
め
に
な
る
と
ご
判
断
さ

れ
た
﹂
と
か
﹁
ご
自
分
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
や
り
た
い
と
い
う

思
い
が
お
あ
り
に
な
っ
た
﹂
と

か
薄
気
味
悪
い
敬
語
だ
ら
け
の

安
倍
辞
任
報
道
な
の
で
す
。
辞

任
会
見
で
は
功
罪
を
め
ぐ
る
記

者
側
の
厳
し
い
質
問
に
﹁
労
い

の
言
葉
も
な
い
﹂
﹁
失
礼
極
ま

り
な
い
﹂
と
憤
る
声
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
に
溢
れ
ま
す
。
街
頭
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
は
首
相
の
印
象

を
﹁
日
本
の
お
父
さ
ん
﹂
と
答

え
る
高
校
生
も
登
場
し
て
い
ま

し
た
。
公
僕
た
る
べ
き
政
治
家

と
王
制
と
か
を
勘
違
い
す
る
の

も
、
長
期
政
権
の
負
の
遺
産
な

ん
で
し
ょ
う
か
。

　

辞
め
る
と
な
っ
て
支
持
率
が

急
に
20
％
ポ
イ
ン
ト
も
上
が
る

と
い
う
の
は
、
病
気
で
去
る
と

言
う
者
へ
の
日
本
人
の
い
た
わ

り
と
優
し
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
首
相
案
件
だ
っ
た
モ
リ
カ

ケ
隠
避
工
作
で
自
殺
し
た
赤
木

俊
夫
さ
ん
の
こ
と
、
レ
イ
プ
事

案
を
も
み
消
さ
れ
た
伊
藤
詩
織

さ
ん
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
優

し
さ
の
方
向
が
違
う
だ
ろ
う
と

思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

﹁
ア
ン
ダ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
﹂

で
は
全
く
な
い
福
島
、
後
援
会

招
待
の
﹁
桜
﹂
の
私
物
化
、
ト

リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
も
正
規
雇
用
も

ダ
メ
だ
っ
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、

北
方
領
土
解
決
へ
﹁
一
緒
に
駆

け
る
﹂
は
ず
の
﹁
ウ
ラ
ジ
ー
ミ

ル
﹂
の
薄
情
、
ト
ラ
ン
プ
の
兵

器
押
し
売
り
と
イ
ー
ジ
ス
ア
シ

ョ
ア
の
撤
回
、
辺
野
古
の
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
地
盤
工
事
│
│
国
民
が

求
め
て
も
い
な
い
意
味
不
明
の

政
策
を
身
内
の
発
案
や
進
言
だ

け
で
決
め
、
派
手
に
見
栄
切
り

ブ
チ
上
げ
は
す
る
が
決
定
過
程

の
記
録
は
残
さ
ず
、
結
局
は
効

果
の
な
い
無
駄
遣
い
に
終
わ

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
任
期

の
最
後
に
放
た
れ
た
あ
の
﹁
ア

ベ
ノ
マ
ス
ク
﹂
こ
そ
が
、
ま
さ

に
こ
の
政
権
の
や
り
口
の
象
徴

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に
、
麻
生

副
総
理
が
改
憲
を
念
頭
に
﹁
今

の
憲
法
で
緊
急
事
態
に
対
応
で

き
る
の
か
ね
﹂
と
吐
き
捨
て
ま

し
た
が
、
緊
急
事
態
に
対
応
で

き
て
い
な
い
の
は
憲
法
で
は
な

く
、
こ
の
人
の
い
る
内
閣
の
方

で
し
た
。

　

と
は
い
え
、
私
が
最
も
嫌
う

の
は
、
日
本
中
の
表
立
っ
た
言

論
が
﹁
こ
ん
な
人
た
ち
に
負
け

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で

す
！
﹂
と
言
っ
た
自
民
党
総
裁

の
思
惑
ど
お
り
︵
？
︶
多
く
が

敵
か
味
方
か
の
二
元
論
で
語
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で

す
。
右
も
左
も
相
手
の
言
動
に

対
し
て
﹁
許
せ
な
い
！
﹂
が
や

め
ら
れ
な
い
。
そ
の
単
純
で
雑

な
雰
囲
気
が
蔓
延
し
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
ト
ラ
ン

プ
の
ア
メ
リ
カ
の
方
が
よ
り
あ

か
ら
さ
ま
で
し
ょ
う
。
も
っ
と

も
、
メ
デ
ィ
ア
を
﹁
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
！
﹂
と
自
ら
が
な
り

立
て
て
﹁
コ
ロ
ナ
死
者
は
９
千

人
﹂
と
リ
ツ
イ
ー
ト
す
る
大
統

領
と
、
放
送
や
新
聞
を
内
閣
調

査
室
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
は
気

に
食
わ
な
い
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

や
司
会
者
を
降
板
さ
せ
る
よ
う

圧
力
を
掛
け
た
安
倍
政
権
と
で

は
、
ど
ち
ら
が
ひ
ど
い
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
。

　

大
統
領
選
挙
に
向
け
て
、
ア

メ
リ
カ
は
ま
さ
に
﹁
第
二
次
南

北
戦
争
﹂
の
様
相
で
す
が
、
そ

の
言
葉
は
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ

て
は
タ
ブ
ー
な
の
だ
そ
う
で

す
。な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
今
の﹁
ア

メ
リ
カ
﹂
を
否
定
し
て
し
ま
う

か
ら
。と
は
い
え
、そ
の﹁
内
戦
﹂

は
選
挙
後
に
改
め
て
表
面
化
す

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
裁
判
で

な
の
か
デ
モ
で
な
の
か
、
そ
れ

と
も
も
っ
と
別
の
ド
ラ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
形
で
な
の
か
は
予
断
を

許
し
ま
せ
ん
が
。

　

一
方
で
日
本
で
は
次
の
総
理

総
裁
を
巡
っ
て
、
自
民
党
内

で
﹁
内
戦
﹂
な
ど
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
と
い
う
い
つ
も
の
力
が

働
い
て
い
ま
す
。
安
倍
辞
任
表

明
の
１
週
間
前
に
は
早
く
も
麻

生
、
菅
、
二
階
の
３
人
で
﹁
と

に
か
く
石
破
排
除
﹂
を
目
的
に

﹁
次
﹂
の
た
め
の
密
談
が
行
わ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
か
ら
。

　

と
書
い
て
い
た
ら
、
安
倍
さ

ん
、
辞
任
の
理
由
と
さ
れ
る
病

気
の
悪
化
は
報
じ
ら
れ
る
ほ

ど
深
刻
で
は
な
く
、
真
の
理

由
は
例
の
河
井
夫
妻
事
件
の

１
億
５
千
万
円
が
一
部
安
倍
事

務
所
側
に
還
流
し
て
い
た
と
い

う
疑
惑
に
関
し
、
不
都
合
な
事

実
が
出
て
来
た
か
ら
だ
と
の
情

報
が
。

　

す
ん
な
り
と
病
気
説
を
信
じ

て
も
ら
え
な
い
の
も
ま
た
、
長

期
す
ぎ
た
政
権
の
不
徳
ゆ
え
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

︵
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
︶

負
の
遺
産

　

安
倍
首
相
が
８
月
28
日
に
辞

意
を
表
明
し
た
こ
と
を
米
国
メ

デ
ィ
ア
も
相
次
い
で
報
じ
た
。

　

28
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
は
﹁
最
長
記
録
の
首
相
、

安
倍
晋
三
氏
が
病
気
を
理
由
に

辞
任
﹂
と
の
見
出
し
で
、
﹁
日

本
の
指
導
者
と
し
て
最
長
を
記

録
し
た
わ
ず
か
８
日
後
に
、
も

っ
と
も
大
き
な
野
望
を
達
成
す

る
前
に
辞
任
を
決
断
し
た
﹂
と

報
じ
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
を
監
督
し
、
経
済
を
回

復
さ
せ
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と

良
好
な
関
係
を
持
つ
な
ど
﹁
大

き
な
功
績
﹂
を
上
げ
た
と
評
価

す
る
一
方
、
悲
願
だ
っ
た
憲
法

改
正
と
北
方
領
土
問
題
の
解
決

が
で
き
な
か
っ
た
と
指
摘
。
ま

た
３
つ
目
の
悲
願
で
あ
る
北
朝

鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
救
済
も

で
き
ず
、
安
倍
首
相
が
記
者
会

見
で
強
い
遺
憾
の
意
を
表
明
し

た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｎ
は
28
日
、
森
友
問
題

な
ど
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
も
関

わ
ら
ず
選
挙
で
は
大
勝
し
、
安

定
し
た
政
権
を
維
持
し
た
こ
と

を
ま
ず
指
摘
。
し
か
し
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
は
経
済
の
下
落
を
回
避

し
た
に
過
ぎ
ず
、
少
子
高
齢
化

問
題
に
有
効
な
手
立
て
が
打
て

ず
に
、
２
０
１
９
年
に
過
去
最

低
の
出
生
率
を
記
録
し
た
こ

と
。
ま
た
移
民
規
制
緩
和
を
せ

ず
、
女
性
参
画
政
策
も
中
途
半

端
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
外

交
面
で
は
ち
ぐ
は
ぐ
さ
が
目
立

ち
、
米
中
対
立
の
中
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
と
友
好
な
関
係
を
築

く
一
方
、
中
国
と
は
習
近
平
首

席
と
比
較
的
良
好
な
関
係
を
持

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

諸
外
国
と
は
良
好
な
関
係
を
作

り
上
げ
た
も
の
の
韓
国
と
は
揉

め
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
良
好

な
関
係
を
築
き
日
米
同
盟
を
強

固
に
し
た
こ
と
は
、
ワ
シ
ン
ト

ン
・
ポ
ス
ト
紙
が
社
説
で
強
調

す
る
な
ど
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が

指
摘
。
ま
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を

評
価
す
る
見
方
も
多
い
。
29
日

付
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
﹁
安
倍
晋
三
氏

の
レ
ガ
シ
ー
﹂
と
す
る
社
説
を

掲
載
し
、
辞
任
は
﹁
日
本
に
と

っ
て
損
失
﹂
と
し
た
。
ブ
ル
ー

ム
バ
ー
グ
は
辞
任
報
道
で
、
日

経
平
均
株
価
が
一
時
２
・
７
％

安
の
２
万
２
５
９
４
円
に
下
落

し
て
お
り
、
市
場
は
安
倍
首
相

に
好
意
的
だ
っ
た
こ
と
を
示

唆
。﹁
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
日
本

再
生
を
図
っ
た
﹂と
評
価
し
た
。

た
だ
し
拉
致
問
題
や
北
方
領
土

問
題
な
ど
は
進
展
が
な
か
っ
た

と
指
摘
し
た
。

　

な
お
、
30
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

欄
に
、
中
野
晃
一
上
智
大
学
教

授
︵
政
治
学
︶
の
﹁
安
倍
晋
三

氏
が
辞
任
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の

痕
跡
を
残
し
た
ま
ま
﹂
題
す
る

投
稿
が
掲
載
さ
れ
た
。
森
友
・

加
計
学
園
や
桜
を
見
る
会
な
ど

の
真
相
解
明
が
残
っ
て
お
り
、

辞
任
し
て
も
こ
れ
ら
の
説
明
責

任
が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
い

る
。

﹁
日
米
同
盟
を
強
固
に
﹂

多
く
の
米
国
メ
デ
ィ
ア
が
指
摘

安倍首相辞任
　

７
月
５
日
投
開
票
の
東
京
都

知
事
選
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
を

下
げ
る
た
め
、
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
な
ど
か
ら
投
票
で
き
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
の
実
現
を
求

め
る
声
が
出
て
い
た
。
海
外
で

は
エ
ス
ト
ニ
ア
が
ネ
ッ
ト
投
票

を
実
施
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
テ
レ
ワ
ー
ク
も
広
ま
る
な

か
、
日
本
で
ネ
ッ
ト
投
票
が
実

施
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

　

公
職
選
挙
法
は
44
条
で
﹁
選

挙
人
は
選
挙
の
当
日
、
自
ら
投

票
所
に
行
き
、
投
票
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
定
め
る
。

期
日
前
投
票
や
身
体
障
害
者
ら

の
郵
便
投
票
な
ど
の
例
外
は
認

め
る
も
の
の
、
投
票
所
に
出
向

い
て
投
票
日
に
投
票
す
る
の
が

原
則
だ
と
明
記
し
て
い
る
た
め

だ
。
在
外
選
挙
も
船
員
な
ど
の

た
め
の
不
在
者
投
票
の
シ
ス
テ

ム
を
応
用
し
て
、
前
倒
し
で
投

票
す
る
シ
ス
テ
ム
と
郵
便
投
票

を
併
用
し
て
い
る
の
が
現
状

だ
。

　

投
票
所
で
の
投
票
を
求
め
る

の
は
確
実
に
本
人
確
認
が
で

き
、
誰
に
投
票
し
た
か
の
秘
密

を
守
り
や
す
い
か
ら
だ
。
ネ
ッ

ト
投
票
を
導
入
す
る
に
は
な
り

す
ま
し
を
防
ぎ
、
投
票
の
秘
密

も
確
保
で
き
る
策
が
不
可
欠
と

な
る
。

　

活
用
が
想
定
さ
れ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
は
２

割
に
満
た
な
い
。
サ
イ
バ
ー
攻

撃
を
防
ぐ
安
全
対
策
も
求
め
ら

れ
る
。
不
備
が
あ
れ
ば
選
挙
の

信
頼
性
が
失
わ
れ
る
。
公
選
法

を
改
正
し
て
ネ
ッ
ト
投
票
を
実

現
す
る
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

　

日
本
国
内
の
地
方
選
挙
で

２
０
０
２
年
か
ら
、
投
票
所
で

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
画
面
を
使
っ

て
投
票
す
る
﹁
電
子
投
票
﹂
を

導
入
し
、
投
開
票
の
効
率
化
を

期
待
し
た
が
、
機
器
の
ト
ラ
ブ

ル
で
選
挙
が
無
効
と
な
る
事
例

も
発
生
。
現
在
、
実
施
す
る
自

治
体
は
な
い
。

　

総
務
省
は
ま
ず
海
外
に
住
む

日
本
人
向
け
の
在
外
投
票
へ
の

ネ
ッ
ト
投
票
導
入
を
検
討
し
て

い
る
。
今
年
１
月
に
実
証
実
験

を
始
め
、
ネ
ッ
ト
と
投
票
所
で

の
二
重
投
票
の
防
止
策
な
ど
の

課
題
を
洗
い
出
し
た
。
自
民
党

青
年
局
は
６
月
、
ネ
ッ
ト
投
票

導
入
検
討
を
求
め
る
提
言
を
ま

と
め
て
い
る
。
公
明
党
の
斉
藤

鉄
夫
幹
事
長
は
７
月
６
日
、
感

染
防
止
策
を
念
頭
に
﹁
投
票
す

る
場
面
で
不
安
を
抱
か
れ
な
い

よ
う
な
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
﹂
と
話
し
た
。
コ
ロ
ナ

と
共
存
す
る
日
常
の
中
で
の
選

挙
、
社
会
的
距
離
を
保
つ
必
要

性
、
海
外
か
ら
の
郵
便
の
遅
れ

な
ど
に
よ
る
投
票
の
無
効
な
ど

を
避
け
る
工
夫
が
求
め
ら
れ

る
。

　

海
外
有
権
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
代
表
の

竹
田
勝
男
さ
ん
は
﹁
現
在
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
散
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
最
中
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
投
票
に
対
す
る
要
望

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

す
る
た
め
に
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
２
つ
あ
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。︵
１
︶
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
イ
ー
の
問

題
、︵
２
︶
公
職
選
挙
法
に
言

わ
れ
て
い
る
﹃
選
挙
人
は
自
ら

の
意
志
で
投
票
所
に
行
き
、
自

ら
の
手
で
投
票
す
る
﹄
と
い
う

法
律
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
投
票
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
上
記
２
点
を
検
討
及
び

解
決
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

実
行
段
階
で
は
、
ま
ず
海
外
居

住
の
有
権
者
が
そ
の
対
象
に
な

コ
ロ
ナ
時
代
の

在
外
選
挙

インターネット投票

実現には高い壁

　

米
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー

︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶
が
８
月
24
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
︵
指
針
︶
を
、
感

染
者
と
の
濃
厚
接
触
後
も
症
状

の
な
い
人
は
必
ず
し
も
受
け
る

必
要
は
な
い
と
変
更
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
パ
ロ
ア
ル
ト
の
感
染
症
専
門

医
で
あ
る
ク
ル
テ
ィ
カ
・
ク
ッ

パ
リ
医
師
が
﹁
こ
れ
は
事
態
を

悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
﹂
と

述
べ
る
な
ど
、
専
門
家
か
ら
は

疑
問
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　

米
国
医
師
会
︵
Ａ
Ｍ
Ａ
︶
は

26
日
、﹁
ウ
イ
ル
ス
拡
散
と
感

染
急
増
の
処
方
箋
に
な
る
﹂
と

批
判
、﹁
保
健
福
祉
省
と
Ｃ
Ｄ

Ｃ
に
指
針
変
更
の
科
学
的
根
拠

を
示
す
よ
う
求
め
る
﹂
と
の
声

明
を
発
表
し
た
。

　

感
染
拡
大
が
続
い
て
い
る
多

く
の
州
で
検
査
キ
ッ
ト
が
不
足

し
て
お
り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

対
応
に
批
判
の
声
が
上
が
っ
て

い
た
。
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
座

長
は
ペ
ン
ス
副
大
統
領
が
務
め

て
い
る
。
米
国
立
ア
レ
ル
ギ
ー

感
染
症
研
究
所
︵
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｉ

Ｄ
︶
の
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
フ
ァ
ウ

チ
所
長
ら
も
確
認
し
た
と
述
べ

た
が
、
フ
ァ
ウ
チ
氏
は
こ
れ
を

否
定
。
こ
の
変
更
は
﹁
重
大
な

懸
念
が
あ
る
﹂
と
27
日
に
表
明

し
た
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｎ
は
、
今
回
の
変
更
は

ト
ラ
ン
プ
政
権
か
ら
の
圧
力
の

結
果
で
あ
る
と
す
る
連
邦
政
府

高
官
の
話
を
報
じ
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
の
ク
オ
モ
知
事
は
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
、指
針
変
更
は﹁
科

学
で
は
な
く
、
政
治
に
よ
る
も

の
だ
﹂
と
批
判
し
た
。

　
　
　
　

︵
１
面
に
関
連
記
事
︶

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
衛
生
局
は

こ
の
ほ
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
陽
性
率
を
ジ
ッ
プ

コ
ー
ド
の
地
域
別
に
表
し
た
最

新
の
情
報
を
公
式
サ
イ
ト
上
で

公
表
し
た
。 

　

同

市

は

先

月

中

旬

に
、

１
４
６
万
件
の
同
ウ
イ
ル
ス
抗

体
検
査
を
実
施
し
た
。
同
市
全

体
の
陽
性
率
は
27
％
で
、
区
別

で
は
ブ
ロ
ン
ク
ス
が
最
も
高
く

33
％
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
最
も

低
く
19
％
だ
っ
た
。
ジ
ッ
プ
コ

ー
ド
別
で
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の

コ
ロ
ナ
が
51
・
６
％
だ
っ
た
一

方
で
、
ア
ッ
パ
ー
・
ウ
エ
ス
ト

サ
イ
ド
は
12
・
６
％
だ
っ
た
。

同
サ
イ
トw

w
w

1.nyc.gov

で
は
、そ
の
ほ
か
年
齢
や
性
別
、

人
種
別
な
ど
の
感
染
傾
向
な
ど

も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ロ
ナ
陽
性
率

地
域
別
表
示

コ
ロ
ナ
検
査
指
針
の
変
更

専
門
家
か
ら
疑
問
の
声

る
こ
と
は
道
理
に
か
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
﹂
と
話
し
て

い
る
。

　

在
外
選
挙
権
獲
得
運
動
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
早
期
か
ら
関
わ

っ
て
き
た
同
共
同
代
表
の
竹
永

浩
之
さ
ん
は
﹁
在
外
選
挙
で
の

ネ
ッ
ト
投
票
の
準
備
は
整
い
つ

つ
あ
る
と
言
っ
て
い
い
と
思
い

ま
す
。
日
本
政
府
は
２
０
１
５

年
ぐ
ら
い
か
ら
そ
の
実
現
に
つ

い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
ポ

イ
ン
ト
は
２
０
２
２
年
の
参
議

院
選
挙
に
間
に
合
う
か
ど
う

か
。
コ
ロ
ナ
な
ど
の
状
況
も
そ

の
実
現
を
後
押
し
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
後
も
注
視
し
た

い
で
す
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

海
外
有
権
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｎ
Ｙ
共
同
代
表
の
２
氏
に
聞
く

https://mikoto-inc.com/global/
http://www.919usa.com
http://www.rostamilaw.com
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今
年
６
月
以
降
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
内
で
拳
銃
発
砲
事
件
が

多
発
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
市
警
察

︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
の
発
表
に
よ
る

と
７
月
の
発
砲
事
件
は
２
４
４

件
発
生
し
、
昨
年
同
期
の
88
件

と
比
較
し
て
１
７
７
％
以
上
増

加
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
８

月
も
継
続
し
て
お
り
、
週
末
の

２
日
間
に
少
な
く
と
も
35
件
の

発
砲
事
件
で
46
人
が
犠
牲
に
な

っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
今

年
の
発
砲
事
件
総
件
数
は
８
月

16
日
の
時
点
で
８
９
２
件
、
前

年
同
期
比
82
・
１
％
の
増
加
と

な
っ
た
。
発
砲
事
件
が
多
く
発

生
し
て
い
る
の
は
ブ
ロ
ン
ク
ス

や
ク
イ
ー
ン
ズ
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
で
も
発
生
し
て
い
る
。
週
末

の
事
件
が
多
い
た
め
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｄ
は
多
数
の
制
服
警
察
官
を
週

末
勤
務
に
シ
フ
ト
変
更
し
て
対

処
し
て
い
る
。
発
砲
事
件
の
増

加
理
由
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
銃
器
不
法
所

持
で
拘
留
さ
れ
て
い
た
犯
罪
者

が
大
量
に
保
釈
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
。

　

最
近
発
生
し
た
主
な
発
砲
事

件
は
以
下
の
通
り
。

・
８
月
25
日
夜
、
ク
イ
ー
ン

ズ
の
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
︵30th 

A
venue and 97th Street

︶

の
ア
パ
ー
ト
中
庭
で
男
性
が
撃

た
れ
病
院
に
運
ば
れ
た
が
死

亡
。
他
の
男
性
２
人
も
そ
れ
ぞ

れ
首
と
腹
部
を
撃
た
れ
て
負
傷

し
た
。

・
同
25
日
夜
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
イ
ー
ス
ト
・
フ
ラ
ッ
ト
ブ
ッ

シ
ュ
で
、
男
性
が
腕
と
首
を
撃

た
れ
病
院
に
運
ば
れ
た
が
死

発砲殺人事件のあったマンハッタンのアムステルダム街 103 丁目

発
砲
事
件
が
多
発

コ
ロ
ナ
予
防
の
保
釈
者
急
増
一
因

NYの治安悪化
　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
︶
は
10
月
20
日
︵
火
︶

午
前
９
時
か
ら
、
﹁
２
０
２
０

年
米
国
大
統
領
選
挙
：
日
米
関

係
の
行
方
﹂
と
題
し
た
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
討
論
会
を
開
催
す
る
。
11

月
の
大
統
領
選
挙
で
、
民
主
党

候
補
の
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
氏

が
現
職
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
に
挑
む
。
ウ
ェ
ビ
ナ

ー
で
は
日
米
の
専
門
家
を
招

き
、
現
在
の
政
治
情
勢
や
大
統

領
選
挙
に
お
い
て
新
た
な
争
点

と
な
っ
て
い
る
課
題
や
起
こ
り

う
る
結
果
、
そ
し
て
そ
の
ビ
ジ

ネ
ス
界
と
日
米
関
係
を
含
む
主

要
な
国
内
外
に
も
た
ら
す
影
響

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
。

　

ス
ピ
ー
カ
ー
は
ア
ン
・
ギ
ー

ラ
ン
氏  

︵
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス

ト
紙
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
担
当
記

者
︶
、
中
山
俊
宏
氏
︵
慶
応
義

塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
、

日
本
国
際
問
題
研
究
所
客
員
研

究
員
︶、
キ
ャ
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ

ル
フ
氏
︵
シ
テ
ィ
、
マ
ネ
ー
ジ

ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
兼
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ア
フ

ェ
ア
ー
ズ 

ヘ
ッ
ド
︶。
司
会
は

ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
Ｗ
・
ウ
ォ
ー
カ

ー
氏
︵
Ｊ
Ｓ
理
事
長
︶。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前

登
録
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
０
８
、

Ｅ

メ

ー

ルregister@
japansociety.org

ま

で
。

登
録
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.japan

society
.org

を
参
照
。

大
統
領
選
と
日
米
関
係

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
が
討
論

　

連
続
２
回
の
死
亡
事
故
が
発

生
し
、
７
月
末
か
ら
サ
ー
ビ
ス

を
中
止
し
て
い
た
電
子
ス
ク
ー

タ
ー
の
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
レ
ベ
ル
社
は
、
８
月
27
日
か

ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
の
サ

ー
ビ
ス
を
再
開
し
た
。 

　

同
社
は
２
０
１
８
年
７
月
に

同
市
内
で
試
験
的
に
ス
ク
ー
タ

ー
の
シ
ェ
ア
を
開
始
し
、
昨
年

５
月
に
は
電
動
ス
ク
ー
タ
ー

１
０
０
０
台
を
導
入
し
本
格
的

に
始
動
し
た
。
し
か
し
７
月
18

日
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
放
送
レ
ポ
ー
タ
ー

の
ニ
ー
ナ
・
カ
プ
ー
ル
さ
ん
が

同
ス
ク
ー
タ
ー
の
利
用
中
に
交

通
事
故
に
遭
い
、
同
サ
ー
ビ
ス

開
始
以
来
初
め
て
の
死
亡
事
故

と
な
っ
た
。
そ
し
て
10
日
後
の

28
日
に
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
在

住
の
男
性
が
ク
イ
ー
ン
ズ
で
同

ス
ク
ー
タ
ー
を
運
転
中
に
交
通

事
故
で
命
を
落
と
し
た
。
専
用

ア
プ
リ
内
に
利
用
時
の
手
引
き

動
画
を
導
入
し
、
利
用
者
に
対

し
、
出
発
前
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
た
写
真
の
撮
影
と
、
21

問
か
ら
成
る
20
分
の
安
全
確
認

テ
ス
ト
を
義
務
付
け
た
。 

ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
の
客

Ｎ
Ｙ
で
強
盗
の
標
的
に

　

６
月
30
日
以
降
、
市
内
で
ア

ッ
プ
ル
ス
ト
ア
で
買
い
物
を
し

た
客
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど

を
奪
わ
れ
る
事
件
が
15
件
起
き

て
い
る
。
ソ
ー
ホ
ー
や
チ
ェ
ル

シ
ー
、
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ

イ
ド
96
丁
目
な
ど
で
発
生
。
犯

人
は
ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
か
ら
買

い
物
客
を
尾
行
し
、
油
断
し
た

隙
に
奪
っ
て
逃
走
し
て
い
る
。

電
動
ス
ク
ー
タ
ー
シ
ェ
ア

安
全
強
化
で
復
帰

　

連
邦
裁
判
所
は
、
国
土
安
全

保
障
省
の
新
し
い
パ
ブ
リ
ッ
ク

チ
ャ
ー
ジ
・
ル
ー
ル
が
現
時
点

で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
、
バ
ー
モ
ン
ト
で
実
施

さ
れ
る
の
を
阻
止
す
る
差
し
止

め
命
令
を
出
し
た
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
チ
ャ
ー
ジ
と
は
移
民
法
の
上

で
、
何
ら
か
の
公
的
支
援
制
度

を
利
用
し
て
い
る
移
民
を
指

す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ジ
の

有
効
期
間
に
特
定
の
公
的
支
援

制
度
を
利
用
し
て
い
る
、
ま
た

は
将
来
利
用
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
み
な
さ
れ
る
移
民
は
、
永

住
権
や
一
部
の
ビ
ザ
の
取
得
が

困
難
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ジ
・

ル
ー
ル
の
動
向
に
つ
い
て

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
室
移

民
課
ま
た
は
移
民
局
︵
Ｕ
Ｓ

Ｃ
Ｉ
Ｓ
︶
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
参
照
。
同
ル
ー
ル
に
つ
い

て
の
質
問
は
信
頼
で
き
る
法

律
専
門
家
に
相
談
す
る
。
Ｎ

Ｙ
州
の
ニ
ュ
ー
・
ア
メ
リ
カ

ン
ス
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
電
話

８
０
０
・
５
６
６
・
７
６
３
６

で
は
無
料
の
移
民
相
談
を

受

け

付

け

て

お

り
、

日

本

語

通

訳

も

利

用

可

能
。

ま

た
、
Ｎ
Ｙ
市
の
ア
ク
シ
ョ
ン

Ｎ
Ｙ
Ｃ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
電
話

８
０
０
・
３
５
４
・
０
３
６
５,

イ

ミ

グ

レ

ー

シ

ョ

ン
・

ヘ

ル

プ

ラ

イ

ン

８
４
４
・
９
５
５
・
３
４
２
５
で

も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

は
９
月
15
日
︵
火
︶
午
前
９
時

か
ら
、
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
討
論
会

﹁
21
世
紀
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
：
日
本
と
米
国
に
お
け

る
展
望
﹂
を
開
催
す
る
。
サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
脅
威
が
世
界
的
に
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亡
・

・
同
25
日
夜
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
︵E

ast 108th
 Street 

an
d F

arrag
u

t R
oad in 

C
anarsie

︶
で
車
を
運
転
中

の
男
性
が
頭
を
撃
た
れ
負
傷
。

・
同
25
日
夜
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ

ド
︵
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
街
と

１
０
３
丁
目
︶
で
男
性
が
腹
部

を
撃
た
れ
負
傷
。

・
同
26
日
早
朝
、
ク
イ
ー
ン
ズ

で
男
性
が
撃
た
れ
病
院
に
運
ば

れ
た
が
死
亡
。

・
同
26
日
夜
間
、
ブ
ロ
ン
ク
ス

︵W
ickham

 A
venue

︶

で

男
性
が
撃
た
れ
負
傷
。

公
的
支
援
制
度
を
保
護

パ
ブ
リ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ジ
仮
差
し
止
め
NYなど3州で

・

同

27

日

早

朝
、

ブ

ロ

ン

ク

ス
︵M

ajor D
eeg

an 
E

xpressw
ay

︶
で
車
を
運

転
中
の
女
性
が
撃
た
れ
負
傷
。

　

詳
細
は
Ｎ
Ｙ
市
の
犯
罪
マ

ッ

プ
︵https://m

aps.nyc.
gov/crim

e/

︶
を
参
照
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

増
す
な
か
で
、
国
や
民
間
企
業

に
よ
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
対
策
の
強
化
が
最
重
要
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
同
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
で
は
専
門
家
を
招
き
、
日

米
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
強
化
に
向
け
た
政
策

や
規
制
、
高
度
化
す
る
サ
イ
バ

ー
攻
撃
に
対
す
る
効
果
的
な
対

応
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

　

ス
ピ
ー
カ
ー
は
グ
レ
ゴ
リ

ー
・
ブ
ラ
ウ
ワ
ー
氏
︵
ブ
ラ
ウ

ン
ス
テ
イ
ン
・
ハ
イ
ア
ッ
ト
・

フ
ァ
ー
バ
ー
・
シ
ュ
レ
ッ
ク
法

律
事
務
所
シ
ェ
ア
ホ
ル
ダ
ー
、

米
連
邦
捜
査
局
ア
シ
ス
タ
ン
ト

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶、
マ
イ
ケ
ル
・

ダ
ニ
エ
ル
氏
︵
サ
イ
バ
ー
ス
レ

ッ
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
社
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
、
国
家
安
全
保
障
会
議
ス

タ
ッ
フ
メ
ン
バ
ー
︶、
土
屋
大

洋
氏
︵
慶
応
義
塾
大
学
総
合
政

策
学
部
学
部
長
兼
同
大
学
院
政

策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
教
授
︶。

司
会
は
浦
田
ト
ン
プ
ソ
ン
治
美

氏
︵
Ｈ
Ｕ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
創
業
者
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶
が
務
め

る
。
質
疑
応
答
も
あ
る
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前

登
録
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
０
８
、

Ｅ

メ

ー

ルregister@
japansociety.org

ま

で
。

登
録
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.japan

society
.org

を
参
照
。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

日
米
に
お
け
る
展
望

Ｊ
Ｓ
で
15
日
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

　

国
土
安
全
保
障
省︵
Ｄ
Ｈ
Ｓ
︶

は
７
月
31
日
、
移
民
局
︵
Ｕ
Ｓ

Ｃ
Ｉ
Ｓ
︶
の
料
金
改
定
に
つ
い

て
最
終
規
則
を
発
表
し
た
。
料

金
改
定
は
２
０
２
０
年
10
月
2

日
か
ら
有
効
に
な
る
。
正
し
い

料
金
を
支
払
わ
な
い
場
合
、
申

請
が
拒
否
さ
れ
る
の
で
注
意
が

必
要
。

　

主
な
申
請
料
の
改
定
は

以

下

の

通

り
。

永

住

権

の

申

請
︵Form

 I-485
︶

は
、

１
１
４
０
ド
ル
か
ら
１
１
３
０

ド
ル
に
値
下
が
り
し
た
。
永
住

権
の
更
新
︵Form

 I-90

︶
は

４
５
５
ド
ル
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
は
４
０
５
ド
ル
に
、
用

紙
で
の
申
請
は
４
１
５
ド
ル
に

値
下
が
り
し
た
。

 

市

民

権

の

申

請
︵Form

 
N

-400

︶
は
６
４
０
ド
ル
か
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
１
１
６
０

ド
ル
︵
生
体
認
証
サ
ー
ビ
ス
料

金
を
含
む
︶、
用
紙
で
の
申
請

は
１
１
７
０
ド
ル
に
値
上
げ
さ

れ
た
。
情
報
元: 

Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ

移
民
申
請
料
金
を
改
定

国
土
安
全
保
障
省
が
発
表

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
山
形
県
人
会

︵
阿
部
清
志
会
長
︶
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会︵
Ｊ
Ａ
Ａ
、

ス
ー
ザ
ン
大
沼
会
長
︶
の
協
力

を
受
け
、
豪
雨
に
よ
る
７
月
の

最
上
川
広
域
洪
水
被
害
の
お
見

舞
い
と
復
興
支
援
金
を
山
形
県

に
送
金
す
る
た
め
の
募
金
活
動

を
開
始
し
た
。
受
け
付
け
の
締

め
切
り
は
今
年
12
月
１
日
。
Ｊ

Ａ
Ａ
を
通
じ
て
の
寄
付
に
限

り
、
税
務
控
除
に
必
要
な
書
類

な
ら
び
に
受
領
書
を
Ｊ
Ａ
Ａ
か

ら
送
付
す
る
。
直
接
山
形
県
に

寄
付
の
場
合
は
税
務
控
除
の
書

類
は
Ｊ
Ａ
Ａ
か
ら
は
出
な
い
。

　

Ｊ
Ａ
Ａ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の

寄

付

はhttp://jaany.
org 

か

ら

で

き

る
。

そ

の

際

に
﹁Jap

an
 F

lo
o

d
( 

Y
am

agata)

﹂

と

明

記

す

る
。
小
切
手
︵
チ
ェ
ッ
ク
︶

を
郵
送
す
る
場
合
は
宛
先

を　

Japanese A
m

erican 
A

sso
ciatio

n
 o

f N
ew

 
Y

ork, Inc.

と
す
る
。
郵
送

先
は Japanese A

m
erican 

A
sso

ciatio
n

 o
f N

ew
 

Y
ork, Inc. 49W

est 45th 
St. 11th F

L
. N

ew
 Y

ork, 
N

Y
 10036

最
上
川
洪
水
被
害

義
援
金
を
募
集
中

http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
https://maps.nyc.gov/crime/
http://jaany.org
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://myriverside.net/home
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Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

93

 　
﹁
譲
謙
︵
ゆ
ず
け
ん
︶
さ
ん
、

ア
メ
リ
カ
の
個
人
税
で
今
ま
で

話
し
て
く
れ
た
以
外
に
気
を
付

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

教
え
て
く
れ
ん
か
？
﹂
会
社
経

営
者
の
鬣
︵
た
て
が
み
︶
は
お

も
む
ろ
に
会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
譲
矢
謙
吉
︵
ゆ
ず
り
や
け

ん
き
ち
、
通
称
譲
謙
︶
に
尋
ね

た
。
﹁
そ
う
で
す
ね
、
ま
ず
は

災
害
盗
難
損
失
︵C

asualty 
and T

heft Losses

︶
に
つ

い
て
で
す
。
か
つ
て
は
１
件
当

た
り
１
０
０
ド
ル
を
超
え
た
金

額
で
、
か
つ
、
調
整
総
所
得
の

10
％
を
超
え
る
部
分
し
か
控
除

は
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現

在
で
は
連
邦
で
宣
言
し
た
災
害

に
つ
い
て
し
か
控
除
で
き
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

１
０
０
ド
ル
＆
10
％
の
制
限
は

な
く
な
り
、
全
額
控
除
可
能
に

な
り
ま
し
た
﹂﹁
そ
う
か
、
わ

か
り
や
す
く
な
っ
た
が
、
引
く

こ
と
が
簡
単
に
は
で
き
な
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
﹂

　

﹁

次

に

ホ

ビ

ー

収

入

︵H
obby Incom

e

︶
の
経
費

で
す
﹂﹁
ホ
ビ
ー
と
は
趣
味
じ

ゃ
な
？
﹂﹁
そ
う
で
す
。例
え
ば
、

絵
や
陶
器
、
石
鹸
つ
く
り
な
ど

で
す
が
、
楽
し
み
と
同
時
に
お

金
も
生
み
出
し
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
お
金
は
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
は
ホ

ビ
ー
収
入
ま
で
を
上
限
と
し
て

経
費
の
控
除
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
新
税
制
で
は
経
費

は
全
く
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

し
た
﹂﹁
ビ
ジ
ネ
ス
な
ら
経
費

は
引
け
る
ん
じ
ゃ
ろ
？
﹂﹁
も

ち
ろ
ん
で
す
﹁
だ
が
、
ビ
ジ
ネ

ス
と
趣
味
は
ど
う
や
っ
て
見
分

け
る
の
じ
ゃ
？
﹂﹁
Ｉ
Ｒ
Ｓ
で

は
９
つ
の
要
素
を
言
っ
て
い
ま

す
が
、
要
す
る
に
利
益
を
目
的

と
し
て
い
る
か
否
か
で
す
﹂

　

﹁
そ
う
い
え
ば
、
わ
し
の
友

達
の
教
授
が
引
退
し
て
日
本
に

帰
る
と
言
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ

が
、
年
金
が
き
ち
ん
と
日
本
へ

送
金
さ
れ
る
か
心
配
し
て
お
っ

た
。
大
丈
夫
か
の
う
？
﹂﹁
ア

メ
リ
カ
の
国
公
立
の
教
職
な
ど

に
認
め
ら
れ
た
年
金
プ
ラ
ン
と

し
て403(b)Plan

と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

年
金
と
同
様
に
か
な
り
し
っ
か

り
し
て
い
る
制
度
で
、
手
続
き

さ
え
き
ち
ん
と
す
れ
ば
、
日
本

へ
の
送
金
も
間
違
い
な
く
行
っ

て
く
れ
ま
す
﹂﹁
そ
の
友
人
が

孫
に
お
金
を
あ
げ
た
そ
う
じ
ゃ

が
、そ
れ
も
大
丈
夫
か
？
﹂﹁
年

間
１
万
５
０
０
０
ド
ル
ま
で
は

贈
与
税
︵G

ift T
ax

︶
は
申

告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
﹂﹁
最
後
に
そ
の
孫
が
学
生

で
奨
学
金
を
も
ら
っ
た
そ
う
な

ん
じ
ゃ
が
、
ど
う
や
っ
て
申
告

を
す
る
の
じ
ゃ
？
﹂﹁
奨
学
金

は
、
学
生
が
学
費
に
使
用
し
た

部
分
や
書
籍
の
購
入
、
器
具
備

品
の
購
入
に
使
用
し
た
部
分
が

控
除
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
附

属
費
用
や
旅
費
や
附
属
的
な
機

材
は
控
除
で
き
ま
せ
ん
。
控
除

後
の
奨
学
金
を
サ
ラ
リ
ー
の
欄

に
Ｓ
Ｃ
Ｈ
と
記
載
し
て
申
告
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、Form

 1098-T

上
に
全

て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ネ
ッ
ト
し
た
金
額
を
申
告
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
﹂﹁
よ
く
わ

か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
﹂

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務
所

(www.saikos.com, info@
saikos.com)

：

齊
藤
幸
喜

納
税
上
の
細
か
な
注
意
点

　

米

国

国

務

省
︵U

.S. 
D

epartm
ent of State

：
通

称
Ｄ
Ｏ
Ｓ
︶
は
、
７
月
16
日
に

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
発
行
し
た
移

民
及
び
非
移
民
ビ
ザ
保
持
者
の

米
国
へ
の
入
国
制
限
に
対
す
る

免
除
規
定
に
つ
い
て
２
つ
の
声

明
を
発
表
し
ま
し
た
。

▽
Ｅ
Ｕ
シ
ェ
ン
ゲ
ン
圏
、
英
国

︵
Ｕ
Ｋ
︶、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら

の
旅
行
者
の
入
国
禁
止
に
つ
い

て
　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
３
月
に
Ｅ

Ｕ
シ
ェ
ン
ゲ
ン
圏
、
英
国
︵
Ｕ

Ｋ
︶、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の

旅
行
者
が
米
国
へ
入
国
す
る
こ

と
を
禁
止
し
ま
し
た
。
本
声
明

は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
か
ら
さ
ら

に
通
知
が
あ
る
ま
で
有
効
と
な

り
ま
す
が
、
米
国
国
務
省
に
よ

る
と
、
以
下
の
対
象
者
は
米
国

入
国
前
の
直
近
14
日
間
に
Ｅ
Ｕ

シ
ェ
ン
ゲ
ン
圏
、英
国︵
Ｕ
Ｋ
︶、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
い
ず
れ
か
の

国
に
滞
在
し
た
者
で
も
米
国
に

入
国
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

・
ビ
ジ
ネ
ス
出
張
目
的
で
渡
米

す
る
有
効
な
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
保
持

者
。

・
Ｆ
、
Ｍ 

あ
る
い
は
Ｊ
ス
テ

イ
タ
ス
を
持
つ
学
生
。
た
だ

し
、
Ｊ-
１
ビ
ザ
の
学
生
は
渡

米
前
に
国
益
目
的
の
た
め
の
免

除
︵
ウ
ェ
ー
バ
ー
︶
の
認
可
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
Ｅ-

１
、
Ｅ-

２
ビ
ザ
︵
条

約
貿
易
者
、
又
は
投
資
家
︶
の

保
持
者
。

▽
移
民
ビ
ザ
保
持
者
に
お
け
る

入
国
禁
止
に
つ
い
て

　

米
国
国
務
省
は
、
ト
ラ
ン
プ

政
権
に
よ
っ
て
４
月
に
発
行
さ

れ
た
移
民
ビ
ザ
保
持
者
の
入
国

禁
止
に
関
す
る
声
明
の
免
除
規

定
を
発
表
し
ま
し
た
。
詳
細
は

弊
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照

下
さ
い
。

▽
非
移
民
ビ
ザ
保
持
者
に
お
け

る
入
国
禁
止
に
つ
い
て

　

最
後
に
、
米
国
国
務
省
は
６

月
に
発
行
さ
れ
た
非
移
民
ビ
ザ

保
持
者
に
対
す
る
米
国
入
国
制

限
の
一
部
免
除
規
定
を
発
表
し

ま
し
た
。
詳
細
は
弊
社
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
参
照
下
さ
い
。

▽
そ
の
他
の
事
項

　

米
国
国
務
省
は
、
ア
メ
リ
カ

の
国
益
に
関
連
す
る
理
由
で
入

国
す
る
場
合
や
米
国
の
食
品
流

通
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
業
務

を
実
施
す
る
目
的
で
入
国
す
る

場
合
を
含
む
本
規
定
の
入
国
禁

止
声
明
に
お
け
る
い
く
つ
か
の

重
要
な
免
除
規
定
の
判
断
基
準

に
つ
い
て
は
ま
だ
発
表
し
て
い

ま
せ
ん
。
弊
社
と
し
て
は
引
き

続
き
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
こ

の
問
題
に
関
す
る
最
新
情
報
を

随
時
報
告
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

︵
デ
ー
ビ
ッ
ド
．
シ
ン
デ
ル
／

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
︶

＊
本
記
事
は
７
月
時
点
に
発
表

さ
れ
た
内
容
で
執
筆
し
て
お

り
、
こ
の
記
事
が
読
者
の
皆
様

に
読
ま
れ
る
頃
に
は
異
な
る
状

況
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

米
国
国
務
省
、
入
国
禁
止
令
の

一
部
免
除
規
定
を
発
表

　

日
本
ク
ラ
ブ 

は
８
月
20
日
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
﹁
東

京
大
学
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
挑
戦
〜
日
本

の
科
学
・
技
術
を
ベ
ン
チ
ャ
ー 

企
業
と
し
て
世
界
に
発
信
〜
﹂

を
開
催
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
は 

東
大
Ｉ
Ｐ
Ｃ
︵
東
京

大
学
協
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

開
発
株
式
会
社
︶
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
河

原
三
紀
郎
氏
＝
写
真
＝ 

。
東

大
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
発
展
の

歴
史
と
今
後
の
世
界
に
向
け
た

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　

河
原
氏
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
変
遷
を
ま
ず
解
説
し
、
発

明
は
個
人
か
ら
企
業
の
中
央
研

究
所
の
黄
金
時
代
を
経
て
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代

へ
変
わ
り
、
産
学
協
同
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
育
成
に
よ
る
起
業
家
の

創
出
が
生
態
系
︵
エ
コ
シ
ス
テ

ム
︶
の
よ
う
に
複
雑
に
相
互
作

用
す
る
中
か
ら
出
て
く
る
よ
う

に
な
っ
た
と
説
明
し
た
。

　

東
京
大
学
は
大
学
等
技
術
移

転
促
進
法
︵
Ｔ
Ｌ
Ｏ
法
︶
が
制

定
さ
れ
た
１
９
９
８
年
に
東
大

Ｔ
Ｌ
Ｏ
を
、
２
０
１
６
年
に
投

資
事
業
会
社
を
設
立
し
、
２
つ

の
株
式
会
社
を
持
つ
。
累
計
で

４
０
０
０
件
以
上
の
ラ
イ
セ
ン

ス
実
績
、
70
億
円
以
上
の
技
術

移
転
収
入
が
あ
る
。
東
京
大
学

内
だ
け
で
毎
年
６
０
０
件
も
の

多
彩
な
分
野
の
発
明
届
け
が
あ

る
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

河
原
氏
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
企
業
の
中
央
研
究
所
モ
デ

ル
か
ら
ア
カ
デ
ミ
ア
に
よ
る

﹁
日
本
株
式
会
社
の
研
究
所
﹂

モ
デ
ル
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
と

し
、
﹁
東
大
生
の
新
常
識
と
し

て
﹃
デ
キ
る
や
つ
ほ
ど
起
業
す

る
﹄
﹃
大
企
業
に
一
生
を
託
す

の
は
非
現
実
的
﹄
と
い
う
ム
ー

ド
は
あ
る
が
全
体
を
見
れ
ば
ま

だ
少
数
派
。
そ
れ
で
も
起
業
家

を
目
指
す
東
大
生
の
周
辺
に
は

事
業
化
に
適
し
た
科
学
・
技
術

︵
シ
ー
ズ
︶
が
多
く
眠
っ
て
い

る
﹂
と
語
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

へ
の
十
分
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

あ
る
こ
と
、
企
業
に
よ
る
大
学

関
連
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
の
新
し
い

投
資
モ
デ
ル
に
よ
る
長
期
継
続

投
資
が
必
要
な
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
当
日
は
日
系
企
業
駐

在
員
ら
日
本
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー

ら
79
人
が
聴
講
し
た
。

東
大
の
起
業
家
支
援
を
解
説

東
大
Ｉ
Ｐ
Ｃ
の
河
原
氏

日
本
ク
ラ
ブ
で
特
別
講
演
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ス
テ
ー
ト
・

オ
ブ
・
ヘ
ル
ス
︵
主
に
メ
デ
ィ

ケ
ア
対
象
外
の
人
向
け
の
医
療

保
険
︶
は
、
特
別
申
請
期
間
を

９
月
15
日
ま
で
延
長
し
た
。
雇

用
に
よ
る
医
療
保
険
を
失
っ
た

人
は
、
保
険
を
失
っ
て
か
ら
60

日
以
内
に
申
請
す
る
必
要
が
あ

る
。
収
入
を
失
っ
た
こ
と
で
、

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
、
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
、
補
助
金
付
き
保

険
プ
ラ
ン
︵
Ｑ
Ｈ
Ｐ
︶、
チ
ャ

イ
ル
ド
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ス
の
対
象

に
な
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、

失
業
や
減
給
と
な
っ
た
人
は
、

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
、
チ
ャ
イ
ル
ド

ヘ
ル
ス
プ
ラ
ス
、
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
の
対
象
に
な
り
、

年
間
を
通
じ
て
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
︵
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶
に
は
Ｎ

Ｙ
州
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
ー
ス

認
定
保
険
申
請
ナ
ビ
ゲ
ー
タ

ー

が

お

り
、

無

料

で

保

険

申
請
の
手
伝
い
を
し
て
い

る
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１

︵
内
線
４
番
︶、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ルinfo@
jassi.org 

ま
で
。

解雇で健康保険
失った人を救済

NY ステート・オブ・ヘルス
特別申請期間を 15 日まで延長

http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
mailto:info@jassi.org
mailto:info@jassi.org
mailto:info@jassi.org
https://www.takenakapartners.com/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://www.easeny.com/
https://www.mtckitchen.com
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日
本
で
２
億
円
の
遺
産
を
残

し
て
父
親
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
遺
族
は
配
偶
者
と
子
２
人

で
す
。
被
相
続
人(

父)

が
遺

言
を
残
さ
ず
に
亡
く
な
っ
た
場

合
の
相
続
分
の
割
合
は
、
配
偶

者
２
分
の
１
、
子
２
分
の
１
と

な
り
ま
す
。
子
が
複
数
い
る
場

合
、
２
分
の
１
を
均
等
に
人

数
で
分
け
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
配
偶
者
は
２
分
の
１
で

あ
る
１
億
円
、
2
人
の
子
は

778
1
億
円
の
２
分
の
１
で
あ
る

５
０
０
０
万
円
︵
４
分
の
１
︶

ず
つ
が
、
各
人
の
法
定
相
続
分

と
な
り
ま
す
。

　

子
に
は
実
子
だ
け
で
な
く
、

法
律
上
の
子
、
す
な
わ
ち
養
子

も
含
ま
れ
ま
す
。
認
め
ら
れ
る

養
子
の
人
数
に
は
制
限
が
あ

り
、実
子
が
い
る
場
合
は
１
人
、

実
子
が
い
な
い
場
合
は
２
人
で

す
。
ま
た
、
婚
姻
届
を
提
出
し

て
い
な
い
男
女
間
に
生
ま
れ
た

婚
外
子
︵
非
嫡
出
子
・
ひ
ち
ゃ

く
し
ゅ
つ
し
︶
に
も
同
等
の
相

続
権
が
あ
り
ま
す
。
婚
外
子
が

相
続
人
と
な
る
た
め
に
は
、
父

親
の
認
知︵
戸
籍
上
の
届
け
出
︶

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
必
要

と
し
ま
す
。
婚
外
子
の
相
続
分

は
、
以
前
は
実
子
の
相
続
分
の

２
分
の
1
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
25
年
９
月
５
日

以
後
の
相
続
か
ら
同
等
と
な
り

ま
し
た
。
実
子
２
人
の
他
に
、

養
子
１
人
と
婚
外
子
１
人
が
い

る
場
合
、２
５
０
０
万
円︵
１
億

円
の
４
分
の
１)

ず
つ
が
各
人

の
法
定
相
続
分
と
な
り
ま
す
。

︵
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
︶

日
本
の
相
続
⑧　
　
　

実
子
、
養
子
、
婚
外
子
の
相
続
分

クイック USA

16
　

前
号
に
引
続
き
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︵
ア

メ
リ
カ
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ

ー
︶
か
ら
出
さ
れ
た
ば
か
り
の

コ
ロ
ナ
感
染
テ
ス
ト
の
最
新
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
皆
様
に

シ
ェ
ア
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

定
期
的
に
テ
ス
ト
を
繰
り
返

す
場
合
に
ど
の
様
に
一
定
間
隔

を
空
け
た
ら
よ
い
の
か
は
、
業

種
や
地
域
に
よ
っ
て
当
然
違
っ

て
く
る
わ
け
で
す
が
、
た
と
え

ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
州
か

ら
出
さ
れ
て
い
る
事
業
再
開
に

関
し
て
の
各
フ
ェ
ー
ズ
ご
と
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
中
で
、
ビ
ュ
ー

テ
ィ
サ
ロ
ン
や
理
髪
店
で
働
く

ビ
ュ
ー
テ
ィ
シ
ャ
ン
や
ヘ
ア
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
方
々
に
は
２
週
間

ご
と
で
の
テ
ス
ト
受
診
を
義
務

付
け
て
い
ま
す
。

︵
４
︶
職
場
復
帰
す
る
前
に
コ

ロ
ナ
に
暴
露
し
回
復
し
た
従
業

員
が
い
た
場
合
、
会
社
は
職
場

復
帰
さ
せ
る
基
準
と
し
て
医
療

提
供
者
か
ら
の
診
断
書
提
出
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
医
療
機
関
の
患
者
数
が
切

迫
し
た
地
域
に
お
い
て
は
診
断

書
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
出
し
て
も

ら
う
こ
と
は
難
し
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
Ｃ

Ｄ
Ｃ
で
は
、︵
ａ
︶
症
状
を
基

に
し
た
︵
ｂ
︶
時
間
を
基
に
し

た
︵
ｃ
︶
テ
ス
ト
結
果
を
基
に

し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
略
の
な

か
か
ら
ど
れ
か
を
選
択
し
て
適

用
さ
せ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

ま
す
。

︵
５
︶
現
在
コ
ロ
ナ
の
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
よ
う

な
地
域
に
お
け
る
公
共
衛
生
監

視
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
と
し

て
、
従
業
員
に
テ
ス
ト
を
受
け

さ
せ
る
こ
と
も
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
認
め

て
い
る
︵
た
だ
し
、
そ
の
よ
う

な
地
域
に
お
か
れ
て
い
な
い
限

り
に
お
い
て
は
、
公
共
衛
生
監

視
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ

と
は
会
社
に
と
っ
て
は
あ
ま
り

現
実
的
な
こ
と
で
は
な
い
︶。

　

テ
ス
ト
を
受
け
、
そ
の
結
果

が
出
る
の
を
待
っ
て
い
る
従
業

員
は
基
本
的
に
推
定
陽
性
と
い

う
こ
と
で
、
自
宅
で
の
自
己
隔

離
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の

際
、
Ａ
Ｄ
Ａ
︵
ア
メ
リ
カ
人
障

害
者
法
︶
の
要
件
に
従
い
、
会

社
は
従
業
員
の
医
療
情
報
を
機

密
扱
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
そ
れ
ら
自
宅
隔
離
の

措
置
を
受
け
た
従
業
員
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
や
差
別
防
止
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

テ
ス
ト
の
結
果
が
陽
性
と
出
た

場
合
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
従
業

員
は
自
宅
で
隔
離
を
続
け
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
濃
厚
接
触
者
と
の
追
跡
を
会

社
と
し
て
従
業
員
の
機
密
を
保

ち
な
が
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
濃
厚
接
触
者
の

定
義
で
す
が
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
で
は
症

状
が
現
れ
た
日
、
あ
る
い
は
陽

性
の
テ
ス
ト
結
果
が
出
た
日
の

２
日
前
に
15
分
以
上
に
わ
た
っ

て
６
フ
ィ
ー
ト
の
間
隔
を
切
る

距
離
で
接
触
の
あ
っ
た
人
物
を

指
す
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
連
邦
機
関
で
す
の

で
、
こ
の
最
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

職
場
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
感
染
テ
ス
ト

︵
後
︶は

全
米
中
で
適
用
さ
れ
ま
す

が
、
各
州
や
ロ
ー
カ
ル
の
郡
や

市
町
村
か
ら
出
さ
れ
て
い
る

個
々
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
つ
い
て

も
十
分
に
目
配
り
す
る
こ
と
が

要
求
さ
れ
ま
す
。
そ
の
上
で
従

業
員
に
テ
ス
ト
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
が
最
適
な
判
断
で
あ
る
か

ど
う
か
の
決
定
を
下
し
て
ほ
し

い
と
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
本

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
に
お
い
て

も
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
見
解
と
し
て
、
従

業
員
を
職
場
復
帰
さ
せ
る
際
に

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
抗
体
テ
ス

ト
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
推
薦
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

︵

酒

井

謙

吉
、

パ

シ

フ

ィ

ッ

ク

ド

リ

ー

ム

ズ

社

長

︶

www.919usa.com

　

１
８
２
６
年
に
創
業
し
た
米

国
最
古
の
百
貨
店
ロ
ー
ド
＆
テ

イ
ラ
ー
と
親
会
社
の
ル
・
ト
ー

ト
は
８
月
27
日
、
全
38
店
舗
と

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
閉
店

セ
ー
ル
を
行
う
と
発
表
し
た
。

　

同
社
は
昨
年
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

五
番
街
の
旗
艦
店
を
閉
鎖
、
８

月
２
日
に
連
邦
破
産
法
第
11
条

の
適
用
を
申
請
し
、
19
店
舗
の

閉
鎖
と
残
り
の
店
舗
の
営
業
を

継
続
す
る
た
め
に
売
却
先
を
模

索
す
る
と
発
表
し
て
い
た
。
五

番
街
の
ビ
ル
は
今
後
２
０
０
０

人
の
従
業
員
を
雇
用
し
、
ア
マ

ゾ
ン
が
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
使
用

す
る
。
米
国
を
代
表
す
る
百
貨

店
が
ま
た
一
つ
姿
を
消
し
た
。

ロ
ー
ド
＆
テ
イ
ラ
ー

全
店
舗
を
閉
鎖

　

ア
メ
リ
カ
ン
航
空
は
８
月
25

日
、
米
連
邦
政
府
の
給
与
支
援

に
よ
る
雇
用
保
護
措
置
が
予
定

通
り
９
月
30
日
で
終
了
し
た
場

合
、
１
万
９
０
０
０
人
の
人
員

削
減
を
行
う
と
発
表
し
た
。
こ

の
う
ち
約
１
万
７
５
０
０
人
は

旅
行
需
要
が
改
善
し
た
際
に
職

場
復
帰
す
る
一
時
帰
休
だ
が
、

残
り
の
経
営
管
理
ス
タ
ッ
フ

１
５
０
０
人
は
削
減
対
象
と
な

る
。
旅
客
者
数
が
前
年
比
70
％

減
少
し
て
い
る
な
か
で
、
事
業

縮
小
の
規
模
を
明
ら
か
に
し
た

の
は
主
要
航
空
会
社
で
ア
メ
リ

カ
ン
が
初
め
て
。
第
４
四
半
期

の
需
要
予
測
で
は
運
航
便
は
前

年
の
半
数
程
度
、
国
際
線
は
約

25
％
と
当
面
厳
し
い
状
況
が
続

く
と
し
て
い
る
。
ダ
グ
・
パ
ー

カ
ー
最
高
経
営
責
任
者
は
﹁
人

員
削
減
を
避
け
る
唯
一
の
方
法

は
政
府
に
よ
る
支
援
延
長
で
あ

る
と
﹂
述
べ
、
支
援
の
継
続
を

強
く
訴
え
て
い
る
が
、
延
長
を

巡
る
米
議
会
で
の
協
議
は
難
航

し
て
い
る
。

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

ア
メ
リ
カ
ン
航
空

１
万
９
０
０
０
人
削
減
か

　

ジ
ェ
ト
ロ
・
シ
カ
ゴ
事
務
所

は
９
月
９
日
︵
水
︶
午
後
２
時

か
ら
、
経
理
業
務
効
率
化
に
向

け
た
経
理
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ

ィ
ス
に
関
す
る
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ

ー
﹁
業
務
効
率
化
に
向
け
た

経
理
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
・
ト
ッ
プ
３
﹂
を
開
催
す

る
。﹁
こ
れ
は
使
え
る
﹂
と
思

え
る
オ
ン
ラ
イ
ン
機
能
を
利
用

し
た
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

や
、
リ
モ
ー
ト
で
で
き
る
支
払

小
切
手
の
発
行
や
客
先
へ
の
請

求
、
代
金
回
収
手
続
き
な
ど
、

テ
レ
ワ
ー
ク
に
使
え
る
機
能
だ

け
で
は
な
く
、
経
理
業
務
そ
の

も
の
を
効
率
化
で
き
る
機
能
を

紹
介
す
る
。
講
師
は
中
小
企
業

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
定
評
の
あ

る
Ｃ
Ｄ
Ｈ
会
計
事
務
所
の
ジ
ャ

パ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ
・
プ

リ
ン
シ
パ
ル
大
久
保
潤
氏
と
、

同
社
の
都
築
な
つ
み
氏
。
定
員

１
０
０
０
人
。

　

参

加

費

無

料
。

問

い

合

わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ルC
G

O
@

jetro.go.jp

︵

ジ

ェ

ト

ロ
・

シ
カ
ゴ
事
務
所
︶
ま
で
。
申

し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トhttps://attendee.
gotow

ebinar.com
/

を

参

照
す
る
。

経
理
の
効
率
化
セ
ミ
ナ
ー

ジ
ェ
ト
ロ
・
シ
カ
ゴ
が
９
日

セクハラ防止セミナー
三ツ木氏が解説

9 月９日に２回開催
　

Ｈ
Ｒ
Ｍ
社
主
催
の
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
﹁
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
法
対
応
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
﹂
が
９
月
９
日
︵
水
︶
午

後
４
時
か
ら
と
、
同
日
午
後
９

時
か
ら
の
２
回
︵
各
２
時
間
︶

開
催
さ
れ
る
。
講
師
は
Ｈ
Ｒ
Ｍ

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
・
イ
ン
ク
の
社

長
・
Ｃ
Ｏ
Ｏ
の
三
ツ
木
良
太
氏
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
以
外
で
セ

ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
州
か
ら
の
受
講
者

に
は
法
定
義
務
を
満
た
す
内
容

を
追
加
し
、
そ
の
内
容
に
合
わ

せ
た
受
講
修
了
証
が
発
行
さ
れ

る
。

　

参

加

費

は

１

５

０

ド

ル
︵

電

子

送

金

に

て

︶。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

３
１
０
・
８
４
４
・
８
９
７
０
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルSH

atta@

hrm
-partners.com

 

︵
八
田

さ
ん
︶
ま
で
。
申
し
込
み
は
９

月
４
日
︵
金
︶
午
後
５
時
ま

で
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

h
rm

-p
artn

ers.w
eb

ex
.

co
m

/h
rm

-p
a

rtn
e

rs/
on

stage/g.php?M
T

ID
=e

2f17285b639357ee684
3c4092132b806

︵

午

後

４
時
の
部
︶、https://hrm

-
partn

ers.w
eb

ex
.com

/
hrm

-partners/onstage/g.
php?M

T
ID

=eb26f18930
4bb7aa8c1f09b0f1c642f
8a

︵
午
後
９
時
の
部
︶
か
ら
。

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:SHatta@hrm-partners.com
mailto:SHatta@hrm-partners.com
https://hrm-partners.webex.com/hrm-partners/onstage/g.php?MTID=e2f17285b639357ee6843c4092132b806
https://hrm-partners.webex.com/hrm-partners/onstage/g.php?MTID=eb26f189304bb7aa8c1f09b0f1c642f8a
https://attendee.gotowebinar.com/
https://michaeldunnlaw.com
http://www.terailaw.com
http://www.swlgpc.com/jp/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.dipaolafinancial.com/
http://kkobo.com/
https://www.suhakobi.com
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7
月
14
日
に
亡
く
な
っ
た
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
美
術
家
協

会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｙ
︶
会
長
で
創

設
者
で
も
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
飯
塚
国
雄
さ
ん
の
追
悼
回
顧

展
が
８
月
24
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
系
人
会
で
開
催
さ
れ
た
。

演
出
家
で
長
男
の
励
生︵
れ
お
︶

さ
ん
︵
55
︶
が
来
米
、
１
回
20

人
ま
で
の
４
つ
の
時
間
帯
に
分

け
て
密
に
な
ら
な
い
よ
う
社
会

的
距
離
を
保
ち
な
が
ら
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
総
領
事
の
山
野
内
勘
二

大
使
始
め
、
生
前
交
流
の
あ
っ

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
仲
間
ら
総
数

80
人
余
り
が
来
場
し
た
。

　

励
生
さ
ん
は
﹁
父
は
４
月
初

旬
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
入
院
、
約
1
か
月
間

の
治
療
を
経
て
４
月
末
に
陰
性

の
診
断
を
受
け
退
院
、
リ
ハ
ビ

リ
セ
ン
タ
ー
に
移
っ
た
が
、
そ

の
後
後
遺
症
や
心
臓
の
機
能
低

下
と
な
り
回
復
し
な
か
っ
た
。

４
か
月
間
、す
ご
く
頑
張
っ
て
、

こ
ん
な
病
気
に
負
け
ね
え
ぞ
、

頑
張
る
ぞ
と
言
っ
て
い
た
。
81

年
間
、
人
生
を
頑
張
っ
て
生
き

て
き
た
父
だ
っ
た
。
60
年
ほ
ど

  

飯
塚
さ
ん
は
１
９
３
９
年
東

京
生
ま
れ
。
逗
子
開
成
高
校
、

お
茶
の
水
美
術
学
院
卒
業
後
61

年
渡
米
。
そ
の
後
永
住
権
を
取

得
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
﹁
ア

ー
ト
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
リ

ー
グ
﹂
彫
刻
ス
ク
ー
ル
で
教
鞭

を
執
っ
た
。
73
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
人
美
術
家
協
会
を
創
立

し
、
初
代
会
長
と
な
る
。
医
師

だ
っ
た
母
親
の
愛
を
注
が
れ
て

母
子
で
育
ち
、
渡
米
前
の
結
婚

後
に
探
し
充
て
た
ま
だ
見
ぬ
父

親
が
被
爆
者
で
あ
っ
た
こ
と
を

知
り
、
反
核
が
ア
ー
ト
活
動
の

根
源
と
な
っ
た
。
95
年
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
反
核
個

展
﹁
わ
れ
わ
れ
は
ど
こ
へ
向
う

の
か
﹂
展
を
開
催
。
そ
の
重
い

テ
ー
マ
性
か
ら
社
会
派
作
家
と

も
称
さ
れ
る
が
、
恋
人
や
愛
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
品
も
数
多
く

残
し
て
お
り
、
す
べ
て
が
人
間

主
義
に
貫
か
れ
て
い
た
。
98
年

に
紺
綬
褒
章
を
受
賞
。

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

飯
塚
さ
ん
の
作
品
を
常
設
展
示

　

飯
塚
国
雄
さ
ん
ご
本
人
の
生

前
の
同
意
に
よ
り
、
著
作
相

続
権
を
持
つ
遺
族
の
励
生
さ

ん
の
許
可
を
こ
の
ほ
ど
得
ら

れ
た
こ
と
か
ら
本
紙
週
刊
Ｎ

Ｙ
生
活
の
ウ
ェ
ブ
版
︵w

w
w

.
nyseikatsu.com

︶
内
に
あ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ー
ト
画
廊

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
ギ
ャ
ラ
リ
ー
﹂

に
10
月
か
ら
飯
塚
氏
の
作
品
10

点
が
常
設
展
示
で
登
場
す
る
。

世
界
中
か
ら
飯
塚
さ
ん
の
作
品

を
い
つ
で
も
無
料
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
だ
け
で
な
く
購
入
す

る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

飯
塚
国
雄
回
顧
展

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
館
で
開
催

　

第
16
回
多
摩
美
術
大
学
校

友
会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ク
ラ
ブ

展
﹁
ホ
ー
ム
・
ア
ウ
ェ
イ
・
フ

ロ
ム
・
ホ
ー
ム
︵
故
郷
を
離
れ

た
故
郷
︶
﹂
が
９
月
25
日
︵
金
︶

か
ら
10
月
８
日
︵
木
︶
ま
で
、

天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
西
13
丁
目

43
Ａ
番
地
︶
で
開
催
さ
れ
る
。

２
０
０
３
年
に
発
足
し
17
年
目

を
迎
え
る
同
ク
ラ
ブ
は
、
ト
ラ

イ
ス
テ
ー
ト
エ
リ
ア
在
住
者
を

中
心
に
日
本
か
ら
の
加
入
者
も

含
め
て
１
０
０
人
以
上
の
会
員

が
お
り
、
同
展
で
は
そ
の
う
ち

の
16
人
が
参
加
し
、
各
々
の
手

法
や
主
題
を
自
由
に
表
現
し
た

作
品
を
発
表
す
る
。

　

ま
た
、
同
メ
ン
バ
ー
で
日

本
画
的
な
技
法
を
用
い
た

﹁
小
倉
千
恵
個
展
﹂
と
Ｎ
Ｙ

近
郊
在
住
の
多
摩
美
出
身
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
﹁
小

作

品

展

﹂

も

同

時

開

催
。                                                                                  　

入
場
無
料
、
マ
ス
ク
着
用
、
要

事
前
予
約
。
予
約
は
Ｅ
メ
ー
ル

keicow
atan

abe@
gm

ail.
com

︵
渡
辺
さ
ん
︶
ま
で
。 

開
廊
時
間
は
月
〜
木
曜
が
正
午

か
ら
午
後
６
時
、
土
曜
は
午
後

３
時
ま
で
。
日
曜
休
廊
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
tam

abiny.com

を
参
照
。

多
摩
美
Ｎ
Ｙ
展

校
友
会
25
日
か
ら
天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
時
間
、
世
界
の
問
題
、
迷
い
、

恐
怖
、
怒
り
、
愛
情
を
自
分
の

芸
術
を
使
っ
て
世
間
に
伝
え
る

仕
事
を
し
た
。
残
っ
た
遺
品
を

整
理
し
て
い
た
ら
ど
の
ズ
ボ
ン

の
中
に
も
日
本
の
歌
謡
曲
の
歌

詞
カ
ー
ド
が
入
っ
て
い
た
。
絵

を
描
く
こ
と
だ
け
で
な
く
歌
を

歌
っ
て
み
な
さ
ん
を
楽
し
ま
せ

る
こ
と
も
好
き
だ
っ
た
。
リ
ュ

ッ
ク
サ
ッ
ク
の
中
に
は
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
２
冊
、
鉛
筆
、
筆
ペ

ン
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
の
画
材
が

入
っ
て
い
た
。
反
戦
、
反
原
発

と
い
う
上
の
世
代
、
若
い
世
代

の
た
め
に
作
品
は
こ
れ
か
ら
も

生
き
続
け
る
と
思
う
。
生
き
生

き
と
悔
い
を
残
さ
ず
生
き
て
い

た
、
多
く
の
友
人
た
ち
の
愛

情
、
サ
ポ
ー
ト
を
感
謝
し
て
い

ま
す
﹂
と
挨
拶
し
た
。

　

山
野
内
大
使
は
﹁
昨
年
９
月

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
美
術

家
協
会
の
第
47
回
年
次
絵
画
展

で
お
目
に
か
か
り
ご
挨
拶
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
長
崎
の
作

品
な
ど
多
く
拝
見
し
た
。
自
分

も
佐
世
保
で
育
っ
た
の
で
長
崎

に
は
近
く
、
平
和
を
願
う
気
持

ち
、
こ
こ
に
展
示
さ
れ
た
作
品

が
よ
く
わ
か
る
。
71
年
当
時
は

ま
だ
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
名
残
の

あ
る
時
代
に
そ
う
い
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
あ
る
作
品
を
残
さ
れ

た
、力
強
い
方
だ
っ
た
と
思
う
。

命
日
が
７
月
14
日
と
フ
ラ
ン
ス

革
命
の
日
と
重
な
り
、
こ
と
を

成
し
遂
げ
て
去
っ
て
行
か
れ
る

の
も
そ
う
い
う
星
の
下
に
生
ま

れ
た
方
な
ん
だ
と
感
じ
た
。
絵

が
人
柄
を
表
し
て
お
ら
れ
、
作

品
は
永
遠
に
残
り
、
世
の
中
に

光
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
と

思
う
﹂
と
挨
拶
し
た
。

　

日
本
ク
ラ
ブ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
、
美
術
家
・
桐
谷

さ
え
り
氏
に
よ
る
﹁
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
美
術
館
名
作
案
内
パ
ー

ト
２
﹂
が
９
月
10
日
︵
木
︶
午

後
７
時
か
ら
開
催
さ
れ
る
。
ル

ー
ブ
ル
美
術
館
、
大
英
美
術
館

と
並
ぶ
世
界
３
大
美
術
館
の
一

つ
、メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
。

第
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
古

代
ギ
リ
シ
ャ
の
彫
刻
、
ダ
ン
テ

の
新
曲
を
題
材
に
し
た
19
世
紀

の
彫
刻
、
ウ
ゴ
リ
ー
ノ
、
中
世

の
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
甲
冑
の

部
屋
、
ダ
マ
ス
カ
ス
の
部
屋
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

か
ら
ア
メ
リ
カ
の
モ
ダ
ン
ア
ー

ト
ま
で
を
紹
介
す
る
。   

　

参

加

費

無

料
。

問

い

合

わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ルinfo@
nipponclub.org

︵

本

多

さ
ん
︶
ま
で
。
申
し
込
み
は

https://u
s02w

eb.zoom
.

u
s/w

eb
in

ar/reg
ister/
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ま
で
。

メト美術館名作案内２
日本クラブウェビナー

9月10日、桐谷さん解説

　

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

︵
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶
は
毎
週
月
曜

の
午
後
１
時
30
分
か
ら
２
時
30

分
ま
で
、
60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア

プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ン
バ
ー
を
対
象

に
し
た
電
話
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
茶
話
会
を
開
催
し
て
い
る
。

初
参
加
者
は
パ
ス
ワ
ー
ド
の
取

得
が
必
要
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１

︵
内
線
１
番
︶、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル info@
jassi.org 

ま
で
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
で
茶
話
会

来場した山野内大使（左）に作品を説明する長男の励生さん（NY 日系人会で 24 日午前 11 時 50 分）

https://nyseikatsu.com/gallery/
http://www.tamabiny.com
http://www.tamabiny.com
http://www.tamabiny.com
mailto:info@jassi.org
mailto:info@jassi.org
mailto:info@jassi.org
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_3OAUYzndRvq
mailto:info@nipponclub.org
https://www.babel.edu/ny/
http://ariyoshiny.com
tel:2122136069
http://www.yamanocms.com/
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がった。９８年に酪農をやめてからはブルーベリー、
ブラックベリー、アスパラガス、かぼちゃの栽培も始
め、「ピック・ユア・オウン（来場者がフルーツや野
菜を摘んで収穫した分の代金を払う方式）」の拡大に
励んだ。また、１８５０年代に建てられた納屋を改造
して近隣のアーティストの作品を展示販売している。
９月中旬まで楽しめるブラックベリーは赤い実が熟す
と黒くなるので分かりやすく、ベリーの中では実が大
きく、みるみる収穫できるので子供にも大人気。リン
ゴはジョナマック、マッキントッシュ、ガラ、エンパ
イヤ、ジョナゴールドなど10種類が10月下旬まで摘
める。ピッキングは朝８時から夜８時まで。マーケッ
トは朝９時から夜７時まで。　https://www.greigfarm.
com/
■Rose Hill Farm (19 Rose Hill Farm, Red Hook) 電話：
845-758-4215

　１８１２年創業の果実園で、健康な土と植物にこだ
わった１１４エーカーの農場でチェリー、ブルーベ
リー、プラム、アンズ、ネクタリン、モモとリンゴを
栽培している。農園入り口を入ってすぐ、大木の下を
くぐり抜ける際の景色は圧巻。９月初旬は運が良けれ
ば最後のモモ狩りが楽しめるかも（行く前に必ず電話
で確認のこと）。リンゴはハニークリスプ、コートラ
ンド、フジ、レッド/ゴールデンデリシャス、ムツな
ど20数種がある。ピッキングは朝８時から夕方５時
まで。農園のリンゴを主原料にしたサイダー「キッチ
ン・シンク」はアルコール分が６.９％もあるので飲み
すぎに注意。
http://www.pickrosehillfarm.com/

リンゴトリビア
★世界中で約７５００種類、米国には約２５００種の
リンゴがあり、そのうち約１００種類が商業用に栽培
されている
★全米でリンゴ収穫量が多い州ベスト３はワシントン
州がダントツ１位、同州の約５分の１でニューヨーク
州が２位、次いでミシガン州が３位
★ニューヨークのリンゴ収穫高は毎年平均２５００万
ブッシェル（直径18.5インチ、深さ8インチの円筒形の
容器の容量＝42〜48パウンド）
★リンゴがニューヨーク州のオフィシャルフルーツと
して定められたのは１９７６年
★ニューヨーク州のリンゴ農園の数約７００
★全米で栽培されているリンゴトップ10
①レッドデリシャス②ガラ③ゴールデンデリシャス④
フジ⑤グラニースミス⑥マッキントッシュ⑦ハニーク
リスプ⑧ローマ⑨エンパイヤ⑩クリスプピンク
★リンゴの実の約25％は空気

ファームマーケット
■Montgomery Place Orchards Farmstand (4283 NY-
9G, Red Hook) 電話：845-758-6338
自分でピッキングする時間がない人は（リンゴやブ
ラックベリーをたくさん摘んだ人も）是非立ち寄って
ほしいファームスタンド。自家農園の収穫物と近郊の
協力農園から仕入れた季節の野菜と果物を売る店で、

とにかく新鮮。またディスプレイ方法がとてもチャー
ミングで商品への愛情に溢れている。地元住民のみ
ならず遠くからも訪れるファンが多い。他に自家製ペ
ストソースや近隣牧場のチーズやヨーグルトも販売し
ている。水〜日の朝９時から夕方６時まで。月・火定
休。https://www.montgomeryplaceorchards.com/

フラワーピッキング
■Brittany Hollow Farm (7141 Albany Post Rd, Rhine-
beck) 電話：845-417-7099

レッドフックの隣町、ラインベック郊外の街道筋にあ
る花畑で、目立つ看板はないので注意していないと通
り過ぎてしまう。駐車場に乗り入れると人気のない荷
車様のスタンドがあり、＄８、10、20、３種類の花束
が並んでいる。店の人はいないのかとキョロキョロす
ると、無人販売所だと判明。さらにすごいことに、台
の上にハサミがたくさん並べてあり、「畑に黄色いバ
ケツと水があるので摘んだ花をそれに入れてちょうだ
い。」と書いてある。その横に小さな郵便受けのよう
なものが立っていて、そこに花摘み代＄20（バケツ代
含む）を入れる仕組みになっている。二度目からは自
分の黄色いバケツを持参すれば＄15に割引。残念なが
らレーバーデーで閉店してしまうので野草好きな方は
お急ぎを。朝７時から夜７時まで。
http://brittanyhollowfarmfl owers.mystrikingly.com/

 ローカル
  スクランブル　
 WESTCHESTER & CT

　ホワイトプレーンズから北へ車で約１時間半、ダッチェ
ス郡のレッドフックは果実や野菜の農場が点在するのどか
な田舎町で秋の日帰り遠足にぴったり。アップルやブラッ
クベリーピッキングにファーマーズマーケットで買う新鮮
野菜、秋の野草摘みなどなど、街では体験できない魅力が
いっぱいだ。ソーシャル・ディスタンスが要求される今
こそ、郊外の広々した農園で新鮮な空気を吸ってリフレッ
シュ！

アップルピッキング
■Greig Farm (227 Pitcher Lane, Red Hook)農園入り口は
マーケットに行く途中右側。電話：845-758-8007 
　１９４２年に酪農とリンゴ、イチゴ、ブドウ農園で始
まったグレイグファーム、現在は３代目となり、農園の
広さは開園時の１０８エーカーから３００エーカーに広

　

ハ
ド
ソ
ン
川
西
側
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
の
州
境
に
近
い
町
タ
ッ
パ

ン
に
あ
る
﹁
オ
ー
ル
ド
76
ハ
ウ

ス
﹂。
こ
の
レ
ン
ガ
造
り
の
平

屋
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
最
も

古
い
タ
バ
ー
ン
︵
居
酒
屋
︶
で
、

米
国
政
府
認
定
の
歴
史
的
建
造

物
︵
Ｎ
Ｈ
Ｌ
︶
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
１
６
６
８
年
築
の
建
物

は
改
築
を
経
て
１
７
０
０
年
代

中
頃
に
居
酒
屋
と
し
て
開
業
、

独
立
戦
争
時
︵
１
７
７
５
〜

83
︶
に
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
会
合

の
場
所
と
し
て
し
ば
し
ば
使
わ

れ
、
か
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン

ト
ン
︵
当
時
は
将
軍
︶
も
こ
こ

で
ビ
ー
ル
を
飲
み
食
事
を
し
た

そ
う
な
。
１
９
８
７
年
に
現
オ

ー
ナ
ー
の
父
親
が
購
入
し
、
可

能
な
限
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
部
分
を

活
か
し
つ
つ
丸
２
年
を
費
や
し

て
改
築
工
事
を
行
い
、
現
在
の

内
外
装
と
な
っ
た
。
店
内
は
素

朴
で
頑
強
、
ま
さ
し
く
古
き
良

き
ア
メ
リ
カ
の
雰
囲
気
だ
。

　

写
真
は
前
菜
の
生
ハ
ム
と
ブ

ラ
ー
タ
チ
ー
ズ
︵
18
ド
ル
︶、

主
菜
の
76
バ
ー
ガ
ー︵
19
ド
ル
︶

と
サ
ー
モ
ン
の
ロ
ー
ス
ト
︵
23

ド
ル
︶。
雰
囲
気
が
楽
し
め
れ

ば
い
い
や
、
程
度
の
期
待
度
で

行
っ
た
も
の
の
意
外
に
料
理
も

デ
ザ
ー
ト
も
美
味
し
く
て
大
満

足
。The Old  '76 House

110 Main St. Tappan, NY 
10983

電話：845-359-5476
月・水木 12:00 〜 15:00・

17:00 〜 21:00、金土 12:00
〜 15:00・17:00 〜 22:00、

日 12:00 〜 20:00
https://76house.com/

Ｎ
Ｙ
州
で
一
番
古
い

居
酒
屋
、
こ
こ
に
あ
り

ダッチェス郡レッドフックでアップルピッキング＋α

https://www.greigfarm.com
http://www.pickrosehillfarm.com/
https://www.montgomeryplaceorchards.com/
http://brittanyhollowfarmflowers.mystrikingly.com/
https://76house.com/
http://wix.to/tUBWBe0
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
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 BOOKS
　

昨
年
の
夏
、
ジ
ャ
パ
ン
･
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
で
例
年
開
催
さ
れ

る
日
本
映
画
祭
﹁
ジ
ャ
パ
ン
カ

ッ
ツ
﹂
で
あ
る
映
画
を
観
た
い

と
思
い
、
前
売
り
券
を
購
入
し

よ
う
と
し
た
が
す
で
に
売
れ
切

れ
だ
っ
た
。
当
日
券
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
る
と
上
映
30
分
前

に
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
チ
ケ
ッ

ト
を
売
り
出
す
と
い
う
。
１
時

間
前
に
行
く
と
す
で
に
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
の
列
が
で
き
て
い
た

が
、
無
事
チ
ケ
ッ
ト
を
入
手
し

観
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

映
画
の
タ
イ
ト
ル
は
﹃
新
聞

記
者
﹄︵
英
語
の
タ
イ
ト
ル
：

T
he Journalist

︶。
日
本
の

ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で
﹃
新
聞
記

者
﹄
の
宣
伝
が
﹁
異
常
事
態
﹂

で
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
興
味

が
か
り
た
て
ら
れ
た
。

　

主
演
は
人
気
俳
優
・
松
坂
桃

李
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
テ
レ

ビ
は
一
切
取
り
上
げ
な
か
っ

た
。
社
会
派
政
治
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

な
の
だ
が
ス
ト
ー
リ
ー
は
安
倍

政
権
と
重
な
り
、
政
権
批
判
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
恐

れ
た
メ
デ
ィ
ア
の
﹁
忖
度
﹂
ら

し
い
。
そ
れ
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
話
題

に
な
り
、
口
コ
ミ
で
人
気
と
な

り
当
初
よ
り
上
映
館
も
増
え
て

大
ヒ
ッ
ト
と
い
う
の
が
ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
だ
っ
た
。
映

画
は
望
月
衣
塑
子
の
著
書
﹃
新

聞
記
者
﹄
が
原
案
で
、
著
者
自

身
も
東
京
新
聞
社
会
部
遊
軍
の

記
者
だ
。１
９
７
５
年
生
ま
れ
。

慶
応
大
学
卒
業
。

　

そ
の
望
月
衣
塑
子
が
評
論
家

佐
高
真
と
の
往
復
書
簡
と
対
談

に
よ
り
、
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
問
題
点
を
語
り
批
判
す

る
本
書
が
７
月
に
発
売
さ
れ

た
。
重
版
も
さ
れ
て
ト
ー
ハ
ン

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
リ
ス
ト
10
位

︵
８
月
４
日
︶
に
入
っ
た
話
題

作
だ
。

　

佐
高
真
は
１
９
４
５
年
生
ま

れ
の
評
論
家
。
慶
応
大
学
卒
業

後
、
高
校
教
師
、
経
済
誌
編
集

者
を
経
て
評
論
家
に
な
っ
た
。

望
月
記
者
は
菅
官
房
長
官
に
鋭

く
質
問
し
た
後
に
各
社
記
者
の

人
数
制
限
が
決
め
ら
れ
明
ら
か

な
望
月
外
し
で
知
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

日
本
で
何
が
起
き
て
い
る
の

か
ネ
ッ
ト
の
時
代
と
は
い
え
ア

メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
る
と
分
か

ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
コ
ロ
ナ

禍
で
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
ア
メ
リ

カ
も
混
乱
し
て
い
る
が
、
さ
ら

に
摩
訶
不
思
議
の
ア
ベ
ノ
マ
ス

ク
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
動
画
、
河

井
前
法
相
夫
妻
の
公
選
法
違

反
、
黒
川
東
京
高
検
検
事
長
の

定
年
延
長
、
森
友
公
文
書
改
ざ

ん
に
お
け
る
妻
・
赤
木
雅
子
さ

ん
の
告
発
な
ど
が
冒
頭
の
往
復

書
簡
や
あ
と
が
き
で
ま
と
め
的

に
読
め
る
の
で
状
況
を
把
握
で

き
る
。

　

対
談
は
﹃
新
聞
記
者
﹄
の
話

題
か
ら
始
ま
る
。
予
想
外
の
日

本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
最
優
賞
作

品
賞
、
最
優
秀
主
演
俳
優
＆
女

優
賞
な
ど
主
要
部
門
を
受
賞
し

た
が
、
プ
ロ
デ
ュ
サ
ー
が
受
賞

ス
ピ
ー
チ
で
政
治
的
発
言
を
し

よ
う
と
し
た
が
ス
ル
ー
さ
れ
た

こ
と
な
ど
も
語
ら
れ
て
い
る
。

　

佐
高
真
が
語
る
田
中
角
栄
な

ど
の
昭
和
の
政
治
家
や
官
僚
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
ナ

ベ
ツ
ネ
︵
渡
辺
恒
雄
︶
の
話
に

感
銘
を
受
け
た
。
安
倍
政
権
は

﹁
好
き
﹂
か
﹁
嫌
い
﹂
の
二
極

し
か
な
か
っ
た
が
、﹁
批
判
を

受
け
入
れ
る
度
量
が
あ
り
、
人

の
話
を
聞
く
と
い
う
作
法
が
あ

っ
た
﹂。
彼
ら
の
基
底
と
な
す

精
神
は
戦
争
経
験
者
で
あ
る
か

ら
こ
そ
の
反
戦
な
の
だ
。

　

問
題
の
核
心
を
公
正
な
正
義

感
で
世
論
に
結
び
つ
け
る
存
在

で
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
政

権
の
広
報
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
次
の
政
権
で
は
日
本
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
ど
う
な
る
の

か
。
７
年
半
に
お
よ
ぶ
安
倍
政

権
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
の
で
我
々
が
次
期
政
権

に
期
待
す
る
改
善
点
と
し
て
本

書
は
役
立
つ
に
違
い
な
い
。
全

く
変
化
な
し
と
い
う
事
態
も
あ

り
得
る
訳
だ
が
。︵
菊
田
幸
乃
︶

 批判なき報道はジャーナリズムか

望月衣塑子、佐高信・著

 講談社プラスアルファ新書・刊

■老いも死も、初めてだから面白い（下重暁子、祥伝社新書）
「老いも死も物陰に隠れていつ襲いかかろうかと身構えてい
る。どちらも避けられないなら、初体験として面白がって
みよう」という著者。いかにして老いるか・死ぬかは、い
かにして生きるかでもある。ならば、いつも心を遊ばせ、日々
の暮らしを愉しみたい。端然としなやかに、あるがままの
生き方を綴ったエッセイ。■やわらかく、考える。（外山滋
比古、PHP 研究所）いつも余裕のあるアタマをつくること
で、常識にとらわれない「やわらかい思考」ができるよう
になる。ひらめきを生む習慣や日本語のしなやかな使い方、
自由自在に生きるコツなどを言語学者で評論家の外山氏が
紹介する。東大生に愛された大ベストセラー『思考の整理
学』の著者が贈る、柔軟な視点を養う 150 の言葉。■ウォー
ターゲーム（吉田修一、幻冬舎）突如ダムが決壊し、濁流
が町を呑み込んだ。水道民営化の利権に群がる政治家や企
業による爆破テロなのか。秘密組織エージェントの鷹野と
田岡は次の爆破計画を阻止するために奔走するが、事件の
真相に迫るスクープ記事が政財界を揺るがす大スキャンダ
ルを巻き起こす。■うちの父が運転をやめません（垣谷美
雨、KADOKAWA）また高齢ドライバーが事故を起こしたと伝えるテレビを
見て、猪狩雅志はふと気づいた。「うちの親父も事故を起こした高齢者と同い
年だ」と。そんなこともあり夏に帰省したとき、さまざまな案を出して父親
に運転をやめるよう説得を試みたが失敗に終わる。果たして 78 歳の父は運転
をやめるのか？■直観を磨く（田坂広志、講談社）心の奥の「もうひとりの
自分」と対話するとき、直観と論理が融合した「最高の思考力」が生まれる。

「考えが浅い」「勘が悪い」と言われてしまうのはなぜか？「21 世紀の変革リー
ダー」への成長をめざす「田坂塾」を開塾した著者が、一流のプロフェッショ
ナルだけが知る思考法・技法を伝授する。最先端量子科学が解き明かす天才
の秘密。■私は真実が知りたい（赤木雅子・相澤冬樹、文藝春秋）森友問題
で夫を失った赤木雅子さんが国などを提訴し、夫の手記公開に至るまでの怒
りや迷い、葛藤を率直に綴った「手記」と、事件を発覚当初から追い続けて
きたジャーナリスト相澤冬樹氏による「同時進行ドキュメント」で構成。懊
悩の末に死を選んだ近畿財務局職員の妻と事件を追う記者が問いかける真相
とは。（高田由起子）　　　　　　　書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

老
い
を
受
け
入
れ
て
日
々
の
暮
ら
し
を
愉
し
む
。﹁
や
わ
ら
か
い
思
考
﹂
の
コ

ツ
。
シ
リ
ー
ズ
３
部
作
の
完
結
編
。
い
つ
父
は
運
転
を
や
め
る
の
か
？
最
先
端

量
子
科
学
が
解
き
明
か
す
天
才
の
秘
密
。﹁
森
友
問
題
﹂公
文
書
改
ざ
ん
は
な
ぜ
？

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
し
ば

な
お
さ
ん
が
、
お
ば
け
が
怖
く

て
な
か
な
か
ト
イ
レ
に
ひ
と
り

で
い
け
な
い
我
が
子
の
た
め
に

制
作
し
た
初
の
絵
本
﹃
お
ば
け

ち
ゃ
ん
だ
っ
て
こ
わ
い
ん
で

す
﹄
が
、
東
宝
と
ア
ル
フ
ァ
ポ

リ
ス
の
２
社
に
よ
る
初
の
共
同

開
催
と
な
っ
た
第
10
回
﹁
絵
本
・

児
童
書
大
賞
﹂
で
優
秀
賞
を
受

賞
。
６
月
に
書
籍
化
さ
れ
た
。

　

お
ば
け
ち
ゃ
ん
は
と
っ
て
も

こ
わ
が
り
。
ト
イ
レ
に
行
く
の

も
、
お
風
呂
に
入
る
の
も
こ
わ

い
ん
で
す
。
ひ
と
り
で
寝
る
の

は
も
っ
と
こ
わ
い
！ 

そ
ん
な

お
ば
け
ち
ゃ
ん
が
一
番
こ
わ
い

も
の
っ
て
…
？ 

親
子
で
一
緒

に
楽
し
め
る
、
お
ば
け
と
人
間

の
子
ど
も
の
話
。
寝
か
し
つ
け

に
も
ぴ
っ
た
り
な
１
〜
３
歳
児

向
け
の
絵
本
。
し
ば
な
お
さ
ん

は
﹁
海
外
に
暮
ら
し
な
が
ら
、

改
め
て
日
本
語
の
素
晴
ら
し
さ

を
子
供
た
ち
に
伝
え
ら
れ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
﹂
と
コ
メ
ン
ト

を
寄
せ
て
い
る
。
紀
伊
國
屋
書

店
Ｎ
Ｙ
本
店
に
近
日
入
荷
予

定
。
ま
た
書
籍
、Kindle

版
︵
電

子
書
籍
︶
と
も
に
オ
ン
ラ
イ

ン
ス
ト
ア
︵w

w
w

.am
azon.

co.jp

︶
か
ら
も
購
入
で
き
る
。

寝
か
し
つ
け
に
ぴ
っ
た
り
な
絵
本

おばけちゃんだってこわいんです
アルファポリス・刊

しばなお・著

http://www.amazon
http://www.amazon
https://usa.kinokuniya.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

鎌
倉
シ
ャ
ツ
の
愛
称
で
知
ら

れ
る
メ
ー
カ
ー
ズ
シ
ャ
ツ
鎌
倉

の
2
代
目
社
長
に
５
月
に
就
任

し
た
。
創
業
か
ら
27
年
、
日
本

の
縫
製
工
場
に
よ
る
最
高
品
質

の
メ
イ
ド
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の

シ
ャ
ツ
を
徹
底
し
た
中
間
コ
ス

ト
の
削
減
に
よ
り
、
求
め
易
い

価
格
で
販
売
す
る
こ
と
を
可
能

に
し
た
同
社
は
、
日
本
の
ア
パ

レ
ル
メ
ー
カ
ー
が
苦
戦
を
強
い

ら
れ
る
中
、
短
期
間
で
世
界
的

な
ブ
ラ
ン
ド
と
肩
を
並
べ
る
ま

で
に
成
長
し
た
成
功
例
と
し
て

語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

聖
心
女
子
大
卒
業
後
２
年
10

か
月
の
銀
行
勤
務
を
経
て
入

社
。
会
長
で
あ
る
創
業
者
の
父

良
雄
氏
と
初
代
社
長
の
母
タ
ミ

子
さ
ん
の
下
で
、
実
質
的
な
会

社
の
現
場
指
揮
官
と
し
て
働

き
、
父
親
の
念
願
だ
っ
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ジ
ソ
ン
街
へ
の

２
０
１
２
年
の
出
店
を
支
え
、

昨
年
秋
に
は
２
か
国
目
の
海
外

進
出
と
な
る
中
国
上
海
へ
の
展

開
へ
の
道
筋
を
つ
け
た
。
そ
の

矢
先
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
中
国
か
ら
世
界
に
感
染
拡
大

し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り

日
本
国
内
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
店

で
４
か
月
近
く
営
業
が
で
き
な

い
状
態
が
続
い
た
。
工
場
が
止

ま
れ
ば
経
済
再
開
の
時
に
シ
ャ

ツ
を
製
造
で
き
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
ミ
シ
ン
を
使
っ
て

作
れ
る
も
の
を
工
場
に
発
注
し

な
く
て
は
。
貞
末
さ
ん
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク
を
製
造
す
る

こ
と
を
緊
急
事
態
宣
言
直
前
の

３
月
下
旬
に
決
断
。
マ
ス
ク
製

造
に
必
要
な
資
材
を
調
達
し
て

 　

秋
風
の
吹
く
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
皆
様
お
元
気
に
お
過
ご

し
で
し
た
か
？ 

猛
暑
と
長
い

コ
ロ
ナ
生
活
で
、
気
付
か
ぬ
う

ち
に
心
身
の
疲
れ
が
溜
ま
っ
て

い
る
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ひ
と
息
つ
き
、
穏
や
か
に

疲
れ
を
流
し
、
新
し
い
秋
の
サ

イ
ク
ル
に
移
行
し
た
い
も
の
で

す
。
キ
ク
科
の
ロ
ー
マ
ン
カ
モ

ミ
ル
は
小
さ
な
白
い
花
で
、
細

い
茎
、
細
い
葉
、
そ
し
て
地
面

に
這
う
よ
う
な
背
の
低
い
ハ
ー

ブ
の
上
を
歩
く
と
良
い
香
り
を

放
ち
、
踏
ま
れ
て
も
し
な
や
か

で
力
強
い
ハ
ー
ブ
で
す
。
葉
に

は
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
、
ス
イ
ー
ト
、

フ
ロ
ー
ラ
ル
、
ハ
ー
バ
ル
な
と

て
も
軽
や
か
で
や
さ
し
い
芳
香

が
あ
り
ま
す
。
花
と
葉
を
蒸
留

し
て
得
ら
れ
た
精
油
も
ま
た
同

様
の
素
敵
な
香
り
で
す
。
疲
れ

た
胃
や
み
ぞ
お
ち
に
溜
ま
っ
た

神
経
の
緊
張
を
緩
め
、
力
を
抜

き
な
が
ら
体
全
体
を
元
気
付
け

ま
す
。　

効
能
：
神
経
の
緊
張
を
緩
め

る
、
健
胃
、
鎮
痛
、
抗
炎
症

使
い
方
：
植
物
油
で
１
〜
５
％

に
希
釈
し
た
も
の
を
身
体
に
塗

る
。特
に
み
ぞ
お
ち
、胃
、腹
部
、

わ
き
腹
、
肝
臓
・
脾
臓
の
あ
る

背
部
に
や
さ
し
く
擦
り
込
む
。

注
意
：
キ
ク
科
ア
レ
ル
ギ
ー
の

方
は
使
用
し
な
い
。

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に
て

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品

や
精
油
の
調
合
を
実
施
す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

32

ロ
ー
マ
ン
カ
モ
ミ
ル

フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
香
り
で
ひ
と
息

 絵・古舘みどり

創
業
の
精
神
を
シ
ャ
ツ
に
込
め

メーカーズシャツ鎌倉

代表取締役

貞末 奈名子 さん

予
約
販
売
し
た
と
こ
ろ
６
日
間

で
注
文
が
50
万
枚
も
来
た
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
店
頭
販
売

が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
も
オ
ン
ラ
イ

ン
通
販
が
伸
び
た
こ
と
、
マ
ス

ク
販
売
が
あ
っ
た
お
蔭
で
完
全

閉
店
し
て
も
前
年
比
80
％
の
売

り
上
げ
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
現
在
追
加
の
10
万
枚
も

製
造
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
必
需
品
と
し
て
今
後
は
洋
服

に
合
わ
せ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

も
提
案
し
て
い
く
そ
う
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
店
の
オ
ー
プ

ン
は
貞
末
さ
ん
に
と
っ
て
も
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
だ
。
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ー
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
直
撃
し
た
翌
朝
だ
っ

た
。
市
内
25
万
世
帯
が
停
電
し

て
地
下
鉄
、
バ
ス
、
通
勤
電
車

が
全
て
ス
ト
ッ
プ
。
38
丁
目
に

あ
っ
た
宿
泊
先
は
停
電
が
１
週

間
続
い
た
が
、
47
丁
目
の
マ
ジ

ソ
ン
街
店
は
無
事
だ
っ
た
。
午

前
７
時
。
予
定
時
刻
に
開
店
。

 

﹁
こ
ち
ら
に
は
、
洋
服
に
非
常

に
造
詣
の
深
い
人
た
ち
が
大
勢

い
ま
す
。
私
た
ち
が
日
本
で
や

っ
て
き
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
や

れ
ば
、成
功
す
る
と
思
い
ま
す
。

頑
張
り
ま
し
ょ
う
﹂
と
会
長
の

良
雄
氏
が
社
員
に
訓
示
す
る
。

続
い
て
妻
で
社
長
の
タ
ミ
子
さ

ん
が
こ
う
言
っ
た
。﹁
こ
れ
か

ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
人
た
ち
に

愛
さ
れ
る
お
店
に
な
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
日

本
の
お
も
て
な
し
を
世
界
に
広

め
て
私
た
ち
日
本
人
の
心
意
気

を
示
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
﹂。

　

﹁
父
は
、
本
当
は
日
本
の
良

さ
っ
て
い
う
の
を
分
か
っ
て
も

ら
い
た
く
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

わ
け
で
す
が
、も
う
す
ぐ
８
年
、

そ
れ
は
伝
わ
っ
た
し
、
む
し
ろ

日
本
以
上
に
ア
メ
リ
カ
で
評
価

し
て
も
ら
え
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
母
が
言
っ
た
お
も
て

な
し
の
精
神
も
、
こ
こ
に
来
る

と
温
か
い
、
と
い
う
、
会
社
の

雰
囲
気
な
ん
で
す
ね
。
社
員
の

高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
支
え

に
な
っ
て
い
ま
す
﹂
と
話
す
。

マ
ス
ク
は
売
れ
て
も
本
業
は
シ

ャ
ツ
だ
。
米
国
で
の
成
功
を
さ

ら
に
盤
石
に
し
、
中
国
で
の
販

売
拡
充
を
目
指
す
の
も
次
世
代

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
見
た
。

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
は
鎌

倉
シ
ャ
ツ
提
供
︶

mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.yamagatadental.com
tel:2014031647
tel:2122136069
https://www.myhappytummyclub.com/
https://www.facebook.com/yukarispayoga/
http://www.idocenter.com
https://crystalflower.jp
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デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w.nyseikatsu.com

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

　

ノ
コ
ギ
リ
は
機
能
し
な
か
っ

た
が
、
ナ
イ
フ
は
有
効
だ
ろ
う
。

ヤ
マ
メ
は
釣
っ
た
ら
す
ぐ
に
腹

を
開
き
内
臓
を
出
す
、
後
で
お

い
し
く
食
べ
る
た
め
だ
。

　

ヤ
マ
メ
の
腹
に
ナ
イ
フ
と
突

き
立
て
る
。
あ
ご
の
下
ま
で
裂

い
て
ワ
タ
を
取
り
出
し
、
水
で

洗
う
。
ナ
イ
フ
は
よ
く
切
れ

気
分
良
い
の
だ
が
、
そ
の
都

度
ナ
イ
フ
を
引
き
起
こ
し
、
終

わ
っ
た
ら
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
も
水
辺
の
作
業

な
の
で
ナ
イ
フ
は
ぬ
れ
る
、
折

り
畳
み
部
に
砂
が
入
る
。
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
面
倒
。

　

地
元
の
連
中
は
シ
ン
プ
ル
な

﹁
腹
裂
き
﹂
と
呼
ぶ
ナ
イ
フ 

〜 

と
い
う
よ
り
小
型
の
包

丁
を
使
い
、
あ
ざ
や
か

に
さ
ば
い
て
い
る
。

　

ナ
イ
フ
は
折
り
畳
み

式
︵
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
︶

と
、
包
丁
型
︵
シ
ー
ス
︶

に
分
か
れ
、
目
的
に
合

わ
せ
て
使
い
分
け
る
こ

と
を
学
ん
だ
。
帰
京
す

ぐ
、
多
機
能
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
は
や
め
、
単
機

能
シ
ー
ス
・
ナ
イ
フ
を

手
に
入
れ
た
。
数
あ
る
シ
ー
ス
・

ナ
イ
フ
の
中
に
﹁
ト
ラ
ウ
ト
＆

バ
ー
ド
﹂
と
い
う
専
用
が
あ
る

の
を
知
る
。
使
い
や
す
く
機
能

的
な
小
型
ナ
イ
フ
だ
。
結
論
、

多
機
能
よ
り
単
機
能
。
シ
ン
プ

ル
・
イ
ズ
・
ベ
ス
ト
。︵
お
わ
り
︶ 

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

　

ピ
ン
キ
ー
と
キ
ラ
ー
ズ
の
デ

ビ
ュ
ー
シ
ン
グ
ル
。
１
９
６
８

年
7
月
20
日
に
発
売
。
累
計
売

上
は
２
７
０
万
枚
を
記
録
。
12

月
、﹃
第
10
回
日
本
レ
コ
ー
ド

大
賞
﹄
新
人
賞
︵
グ
ル
ー
プ
部

門
︶
を
獲
得
。
な
お
同
番
組
で

の
歌
唱
披
露
時
、
ボ
ー
カ
ル
の

ピ
ン
キ
ー
︵
今
陽
子
︶
は
感

極
ま
っ
て
涙
声
と
な
る
シ

ー
ン
が
あ
っ
た
。
演
奏
時
に
は
、

作
曲
の
い
ず
み
た
く
が
指
揮
者

を
担
当
。 

同
年
末
の
﹃
第
Ｎ

Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
﹄
に
初
出
場

し
た
。

 

聴
け
ま
す

 

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

 

45
回
転
の
名
盤 

424

恋
の
季
節

ピ
ン
キ
ー
と
キ
ラ
ー
ズ

　

９
月
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン

は
、
安
藤
ゆ
き
の
人
気
漫
画
を

実
写
映
画
化
し
た
青
春
ロ
マ
ン

ス
﹁
町
田
く
ん
の
世
界
﹂
と
、

佐
藤
健
主
演
で
土
橋
章
宏
の
小

説
﹁
幕
末
ま
ら
そ
ん
侍
﹂
を
映

画
化
し
た
﹁
サ
ム
ラ
イ
マ
ラ
ソ

ン
﹂
の
２
本
が
登
場
。
ド
ラ
マ

は
三
田
佳
子
主
演
の
終
活
ド
ラ

マ
﹁
す
ぐ
死
ぬ
ん
だ
か
ら
﹂、

森
崎
ウ
ィ
ン
主
演
の
﹁
彼
女
が

成
仏
で
き
な
い
理
由
﹂、
江
口

洋
介
が
探
偵
役
を
務
め
る
﹁
天

使
に
リ
ク
エ
ス
ト
を
〜
人
生
最

後
の
願
い
〜
﹂、
高
橋
克
典
主

演
の
時
代
ド
ラ
マ
﹁
子
連
れ
信

兵
衛
﹂
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
ま

た
、
休
止
し
て
い
た
大
河
ド
ラ

マ
﹁
麒
麟
が
く
る
﹂
は
８
月
30

日
か
ら
再
開
し
て
い
る
が
、
連

続
テ
レ
ビ
小
説
﹁
エ
ー
ル
﹂
も

９
月
13
日
か
ら
の
放
送
再
開
が

決
定
し
た
。
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン

に
新
規
加
入
で
25
ド
ル
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
２
０
２
１
年
３
月
31
日

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://tvjapan.net/

参

照
。

９
月
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン

連
続
テ
レ
ビ
小
説
再
開

大
河
ド
ラ
マ
も
復
活
！ 

　

２
０
１
２
年
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
活
動
し
て
い
る
現
代
前

衛
芸
術
家
、
楠
田
弓
惠
の
新
作

４
点
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

今
年
も
ウ
ェ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
オ
ク
ル

ス
で
開
催
さ
れ
る A

D
 A

R
T

 
SH

O
W

 2020

に
選
ば
れ
た
。

　

今
回
選
ば
れ
た
楠
田
さ
ん
の

作
品
は
、
ア
ル
ミ
板
上
に
蛍
光

ア
ク
リ
ル
絵
具
と
ア
ク
リ
ル
宝

石
を
使
用
し
た
独
特
な
ミ
ク
ス

ト
メ
デ
ィ
ア
の
シ
リ
ー
ズ
絵
画

で
、
巨
大
デ
ジ
タ
ル
ス
ク
リ
ー

ン
を
使
っ
て
表
示
さ
れ
る
。
展

示
は
今
月
30
日
︵
水
︶
ま
で
。

　

楠
田
さ
ん
は
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
の
有
名
な
芸
術
施
設
が
段

階
的
に
再
開
さ
れ
て
い
る
こ
の

９
月
に
、
最
も
有
名
な
建
築
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ィ

ー
ル
ド
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー

で
、
厳
格
な
審
査
プ
ロ
セ
ス
を

経
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
し
て
芸
術
活
動
を
再

開
出
来
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し

く
思
う
﹂と
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
。

詳

細

はhttps://w
w

w
.

m
vvoart.com

/

"Sound in a subconscious _ #rosy3"

楠
田
弓
惠
の
新
作
４
点

今
年
も
オ
ク
ル
ス
で
展
示

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ロ
ウ
ワ

ー
・
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
︵
Ｌ
Ｅ

Ｓ
︶
で
２
０
１
５
年
か
ら
﹁
横

山
帽
子
公
司
﹂
を
経
営
す
る
帽

子
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
横
山
寛
久
さ

ん
。
イ
ギ
リ
ス
の
帽
子
専
門
誌

﹁
ザ
・
ハ
ッ
ト
マ
ガ
ジ
ン
﹂ 

の

コ
ン
テ
ス
ト
で
日
本
人
と
し
て

初
め
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し

た
経
験
を
持
つ
業
界
で
高
い
評

価
を
得
た
存
在
だ
。
横
山
さ
ん

は
帽
子
だ
け
で
な
く
Ｔ
シ
ャ
ツ

や
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
の
ス
ト
リ

ー
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
手
が
け

て
い
て
、
そ
の
遊
び
心
の
あ
る

デ
ザ
イ
ン
は
幅
広
い
年
代
か
ら

支
持
さ
れ
て
い
る
。
横
山
さ
ん

が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作
り
し
た

帽
子
は
洗
練
さ
れ
た
美
し
い
デ

ザ
イ
ン
で
、
そ
こ
に
一
筋
縄
で

は
い
か
な
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
セ

ン
ス
が
加
わ
り
、
ま
る
で
ア
ー

ト
作
品
の
よ
う
に
展
示
さ
れ
て

い
る
。

　

店
舗
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影

響
で
し
ば
ら
く
ク
ロ
ー
ズ
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
が
、
７
月
か

ら
再
開
し
た
。
そ
れ
で
も
ま
だ

店
の
前
の
通
り
を
歩
く
人
は
ま

ば
ら
で
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
が

今
後
も
し
ば
ら
く
続
く
と
店
の

経
営
も
厳
し
い
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
注
文
も
あ
る
と
い
う

が
、
帽
子
な
だ
け
に
大
き
さ
や

か
ぶ
り
心
地
な
ど
の
や
り
取
り

が
難
し
く
、
早
く
こ
の
事
態
が

収
束
し
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か

り
だ
。
Ｌ
Ｅ
Ｓ
を
歩
い
て
い
る

と
﹁
ハ
イ
！
ハ
ッ
ト
ガ
イ
﹂
と

声
が
か
か
る
ほ
ど
街
に
溶
け
込

ん
で
い
る
横
山
さ
ん
は
、
店
内

で
２
歳
半
の
愛
娘
・
杏
︵
あ
ん

ず
︶
ち
ゃ
ん
の
子
守
り
も
す
る

寡
黙
な
イ
ク
メ
ン
パ
パ
で
も
あ

る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
店
を
構

え
る
日
本
人
オ
ー
ナ
ー
の
応
援

に
も
な
る
し
、
お
洒
落
で
機
能

的
な
デ
ザ
イ
ン
帽
子
を
見
つ

け
ら
れ
る
唯
一
無
二
の
場
所

だ
。
詳
細
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム　

w
w

w
.in

stag
ram

.com
/

yokkoyam
a_hat_m

arket

世界で 1 つの
手作り帽子

帽子デザイナー

横山寛久さん

　AD ART SHOW 2020
９月 30 日まで開催中

©
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 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://tvjapan.net/
https://tvjapan.net/
https://tvjapan.net/
www.instagram.com/yokkoyama_hat_market
https://www.youtube.com/watch?v=ddV5HYtTg_w
https://www.samuraimama.com/
http://shirt.co.jp/sakasamegane/
https://www.mvvoart.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
tel:2122136069
https://www.hondag.com
tel:2122136069
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹

学
園
長
︶
で
は
、C

O
V

ID
-19

に
よ
る
３
月
末
か
ら
の
学
園
閉

鎖
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

実
施
し
て
き
た
。
予
定
し
て
い

た
３
月
の
幼
児
部
卒
園
式
、
４

月
の
幼
児
部
入
園
式
、
そ
し
て

小
学
部
入
学
式
は
対
面
で
の
実

施
が
で
き
る
ま
で
延
期
と
な
っ

て
い
た
が
、
８
月
18
日
に
屋
外

で
の
式
典
実
施
許
可
の
も
と
、

感
染
と
熱
中
症
予
防
対
策
を
施

し
て
同
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

っ
た
。
皆
が
待
ち
に
待
っ
た
式

典
に
参
列
し
た
園
児
児
童
と
保

護
者
は
、
帰
国
の
た
め
退
園
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
園
児
児
童
の

思
い
を
胸
に
感
慨
深
い
様
子
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
日
は
23
人
の
卒
園
生
、

14
人
の
新
入
園
児
、
20
人
の
新

１
年
生
が
出
席
し
た
。
緊
張
気

味
の
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
の
保

護
者
に
手
を
引
か
れ
て
登
園

し
、
受
付
で
胸
に
お
祝
い
の
名

札
と
花
を
つ
け
て
も
ら
っ
て
誇

ら
し
げ
に
会
場
へ
入
場
し
た
。

岡
本
徹
学
園
長
は
﹁
し
っ
か
り

と
日
本
語
と
英
語
を
学
び
、
人

の
た
め
に
役
に
立
つ
人
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
世
界
で

活
躍
で
き
る
人
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
﹂
と
い
う
言
葉
を
じ
っ
と

聞
き
い
っ
て
い
た
。
入
学
式
で

は
、
小
学
部
児
童
会
会
長
の
小

坂
井
春
弥
く
ん
が
全
児
童
を
代

表
し
て
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ

た
。

　

同
学
園
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

に
よ
り
第
２
学
期
を
開
始
し
、

レ
イ
バ
ー
デ
ー
明
け
の
９
月
８

日
か
ら
は
全
日
制
部
門
を
皮
切

り
に
、
Ｎ
Ｊ
キ
ャ
ン
パ
ス
サ
タ

デ
ー
・
サ
ン
デ
ー
部
門
︵
上
妻

雅
浩
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶で
、

対
面
式
の
登
園
登
校
が
開
始
さ

れ
る
予
定
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

対
面
で
卒
園
、
入
園
、
入
学
式

　

令
和
２
年
︵
２
０
２
０
年
︶

度
後
期
用
教
科
書
の
申
し
込
み

受
付
が
開
始
さ
れ
た
。
後
期
用

２
０
２
０
年
度
教
科
書
申
し
込
み

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
後
期
用
受
付
開
始

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
有
江
禎
裕
校
長
︶
は
８

月
14
日
、
２
学
期
始
業
式
を
行

っ
た
。
有
江
校
長
は
﹁
い
つ
の

ま
に
﹂
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て

触
れ
、﹁
小
さ
な
成
長
の
積
み

重
ね
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
大

き
な
成
長
と
し
て
目
に
見
え
る

よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
皆
さ
ん

が
学
校
再
開
の
時
に
久
し
ぶ
り

に
学
校
に
集
ま
っ
て
﹃
い
つ
の

ま
に
…
﹄
と
お
互
い
に
感
じ
合

え
る
よ
う
に
、
日
々
の
努
力
の

積
み
重
ね
を
期
待
し
て
い
る
﹂

と
全
校
生
徒
に
語
り
か
け
た
。　

　

各
学
年
代
表
者
は
﹁
先
生
や

友
達
、
み
ん
な
に
会
え
る
の
が

と
て
も
楽
し
み
﹂﹁
学
校
が
再

開
す
る
と
、
初
め
て
の
登
校
な

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

2学期始業式行う

教
科
書
は
小
学
生
の
み
が
対
象

︵
中
学
生
は
前
期
用
教
科
書
の

み
︶
。
ま
た
、
今
年
度
は
小
学

６
年
生
の
後
期
用
教
科
書
の
配

布
は
な
い
た
め
、
小
学
６
年
生

は
申
し
込
み
不
要
。

　

教
科
書
の
申
し
込
み
は
在
Ｎ

Ｙ
日
本
国
総
領
事
館
の
管
轄
地

域
内
に
居
住
し
、
在
留
届
を
提

出
し
て
い
る
長
期
滞
在
の
児
童

生
徒
。
日
本
人
学
校
、
日
本
語

補
習
校
の
在
籍
者
は
学
校
か

ら
の
配
布
と
な
る
。
申
し
込

み
は
期
限
は
９
月
17
日
︵
木
︶

ま
で
。
申
し
込
み
書
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.n

y
.u

s.em
b-japan

.
go.jp/jp/edu

cation
/03_

textbook_2020_2.htm
l

か

ら
。

卒園式で岡本学園長から卒園証書を受ける児童

の
で
学
校
や
教
室
の
広
さ
、
友

達
の
身
長
、
バ
ス
乗
車
時
間
な

ど
い
ろ
い
ろ
確
か
め
て
み
た

い
﹂
﹁
早
く
、
み
ん
な
と
笑
顔

で
会
い
た
い
﹂
と
学
校
再
開
に

向
け
た
喜
び
を
伝
え
た
。
そ
し

て﹁
２
学
期
頑
張
り
た
い
こ
と
﹂

と
し
て
、﹁
苦
手
な
漢
字
を
頑

張
り
た
い
﹂﹁
下
学
年
の
お
手

本
に
な
る
よ
う
に
何
事
も
進
ん

で
行
い
た
い
﹂﹁
生
活
習
慣
を

整
え
、
受
験
勉
強
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
﹂
と
話
し
た
。
児
童

生
徒
は
代
表
９
人
の
発
表
を
真

剣
に
聴
き
、
自
分
に
置
き
換
え

な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
の
確

認
を
し
て
い
た
。

　

デ
ブ
ラ
シ
オ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
長
は
１
日
の
会
見
で
、
９

月
10
日
︵
水
︶
に
予
定
さ
れ
て

い
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の

再
開
は
、
９
月
21
日
︵
月
︶
に

延
期
す
る
と
発
表
し
た
。

再
開
に
向
け
て
下
記
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
準
備
を
進
め
て
い

く
。
８
日
︵
火
︶
か
ら
リ
モ
ー

ト
と
対
面
の
混
合
ク
ラ
ス
を
開

催
す
る
に
あ
た
っ
て
の
教
師
に

対
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

う
。 

16
日︵
水
︶か
ら
18
日︵
金
︶

ま
で
は
完
全
リ
モ
ー
ト
に
よ
る

生
徒
へ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
。
21
日
︵
月
︶
か
ら

対
面
式
お
よ
び
終
日
リ
モ
ー
ト

授
業
の
開
始
。

Ｎ
Ｙ
市
内
の
公
立
校

再
開
21
日
に
延
期
に

https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/jp/education/03_textbook_2020_2.html
https://www.bozubrooklyn.com/
https://artofhaiku.org/
http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
tel:2122136069
http://www.seido.com
http://ze-edu.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
最
初
の

C
O

V
ID

-19

感
染
者
が
確
認

さ
れ
て
か
ら
早
く
も
半
年
経
過

し
ま
し
た
が
、
人
々
の
ス
ト
レ

ス
や
不
安
・
う
つ
症
状
含
め
、

心
の
問
題
が
増
え
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
で
き
る
だ
け
心
穏

や
か
に
い
ら
れ
る
よ
う
、
心
の

セ
ル
フ
ケ
ア
に
気
を
つ
け
た
い

も
の
で
す
。
今
回
は
世
界
中
の

国
で
使
わ
れ
、
心
理
学
研
究
に

よ
り
気
分
・
不
安
症
状
の
軽
減

や
情
緒
の
安
定
、
痛
み
の
緩

和
、
記
憶
力
・
集
中
力
の
ア
ッ

プ
、
ま
た
創
造
性
や
共
感
性
を

高
め
る
効
果
が
実
証
さ
れ
て
い

る
﹁
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
﹂
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
比
較

的
複
雑
な
概
念
で
実
践
法
も
多

様
で
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
定

義
と
日
常
簡
単
に
で
き
る
実
践

法
を
２
つ
ご
説
明
し
ま
す
。　

　

ま
ず
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の

定
義
で
す
が
、﹁
今
、
こ
こ
、

で
の
経
験
に
、
評
価
や
判
断
を

加
え
る
こ
と
な
く
、
意
識
的
に

注
意
を
向
け
る
こ
と
﹂
で
す
。

人
は
心
理
的
に
、
す
で
に
起
こ

っ
て
し
ま
っ
た
過
去
の
出
来

事
︵
自
分
の
失
敗
や
他
者
と
の

問
題
な
ど
︶
を
い
つ
ま
で
も
考

え
、
落
ち
込
ん
だ
り
悩
ん
だ
り

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
あ
る

い
は
ま
だ
起
こ
っ
て
い
な
い
将

来
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
考
え
た

り
心
配
し
た
り
し
が
ち
で
、
か

な
り
の
時
間
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

費
や
し
ま
す
。
更
に
﹁
ま
た
失

敗
し
た
、
私
は
ダ
メ
だ
﹂、﹁
あ

の
人
の
言
い
方
意
地
悪
ね
﹂
な

ど
と
自
分
や
人
に
評
価
や
判
断

を
加
え
が
ち
で
す
。
す
る
と
ま

す
ま
す
気
分
が
悪
化
し
、
更
に

思
考
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
る
と

い
う
悪
循
環
が
起
こ
り
や
す
い

で
す
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
で

は
、
そ
の
よ
う
な
自
分
の
状
態

に
気
づ
き
、
過
去
や
未
来
で
は

な
く
﹁
今
、
こ
こ
﹂
に
意
識
を

向
け
、
そ
れ
を
フ
ル
に
経
験
し

ま
す
。

　

﹁
食
べ
る
こ
と
﹂
を
例
に
あ

げ
ま
す
。
普
段
忙
し
い
と
食
事

も
あ
ま
り
味
あ
わ
ず
に
急
い
で

食
べ
終
わ
る
こ
と
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。逆
に﹁
ト

マ
ト
を
食
べ
る
﹂
こ
と
に
意
識

を
向
け
マ
イ
ン
ド
フ
ル
に
味
わ

う
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず

ト
マ
ト
の
見
か
け
に
注
意
を
向

け
ま
す
︵﹁
鮮
や
か
な
赤
色
、

柔
ら
か
く
熟
し
て
る
﹂
な
ど
︶。

そ
し
て
か
ぶ
り
つ
い
た
時
の
感

触
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
ま
す
。
口

の
中
に
あ
ふ
れ
出
る
汁
の
甘
さ

と
酸
っ
ぱ
さ
の
混
ざ
り
具
合
、

柔
ら
か
い
身
と
皮
の
歯
応
え
の

違
い
な
ど
を
意
識
し
て
味
わ
い

ま
す
。﹁
今
、こ
こ
﹂に
あ
る﹁
ト

マ
ト
を
食
べ
る
﹂
と
い
う
こ
と

に
注
意
を
向
け
フ
ル
に
体
験
す

る
の
で
す
。
他
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
︵
お
風
呂
に
入
る
、

公
園
を
散
歩
す
る
、
掃
除
す
る

な
ど
︶
マ
イ
ン
ド
フ
ル
に
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
﹁
今
、
こ
こ
﹂
に
意
識

を
向
け
る
こ
と
で
、
過
去
の
出

来
事
や
将
来
の
不
安
な
ど
に
捕

ら
わ
れ
ず
に
す
み
、
心
落
ち
着

い
て
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
五
感
を
使
い
色
々
な

体
験
を
フ
ル
に
楽
し
め
る
こ
と

に
も
な
り
、
生
活
の
充
足
感
や

W
ell-being

が
増
す
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

次
に
﹁
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

瞑
想
﹂
で
す
が
、
ま
ず
楽
な
姿

勢
で
座
り
体
の
力
を
抜
き
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
ま
し
す
。
軽
く
目
を

閉
じ
自
分
の
呼
吸
に
意
識
を
向

け
観
察
し
て
み
て
下
さ
い
。
下

腹
ま
で
空
気
が
届
く
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
で
大
き
め
の
呼
吸
を
し

ま
す
。﹁
今
こ
れ
ぐ
ら
い
空
気

が
入
っ
て
る
な
、
今
出
て
る

な
﹂、﹁
お
腹
が
膨
ら
ん
で
る
﹂

な
ど
と
注
意
を
向
け
て
呼
吸
を

観
察
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
頭

の
中
で
何
も
考
え
な
い
よ
う
意

識
し
て
み
て
下
さ
い
。
と
い
っ

て
も
何
ら
か
の
考
え
が
浮
か
ん

で
く
る
の
が
自
然
で
す
。﹁
明

日
の
会
議
面
倒
だ
﹂、﹁
夕
飯
何

に
し
よ
う
﹂
な
ど
と
何
か
思
考

が
起
こ
っ
た
ら
、
青
い
空
に
浮

か
ぶ
雲
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
の

雲
に
思
考
を
乗
せ
て
流
す
よ
う

に
し
て
み
て
下
さ
い
。﹁
こ
ん

な
思
考
が
頭
に
浮
か
ん
だ
﹂
と

い
う
こ
と
を
観
察
し
、
そ
れ

ら
を
考
え
始
め
る
の
で
は
な

く
、
雲
に
乗
せ
て
流
す
よ
う
イ

メ
ー
ジ
し
ま
す
。
２
分
間
で
も

よ
い
の
で
仕
事
や
家
事
の
合
間

に
や
っ
て
み
て
下
さ
い
。
習
慣

的
に
行
う
こ
と
で
心
身
の
健
康

度
が
促
進
さ
れ
る
効
果
が
科
学

的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
と
一
緒
に
行
う
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
ご
家
族

で
試
し
て
み
て
下
さ
い
︵
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
参
考
サ
イ

ト
＝https://im

acococare.
n

et/m
in

dfu
ln

ess_1/

︶
。

日
本
ク
ラ
ブ
の
ウ
エ
ビ
ナ
ー

で
も
瞑
想
ガ
イ
ド
付
き
で
詳

し
く
解
説
︵https://w

w
w

.
n

ippon
clu

b.org/ev
en

t/
w

e
b

in
a

r-e
d

u
ca

tio
n

-
070920/?lang=ja

︶。
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先
日
、
わ
た
し
の
友
人
の
奥

さ
ん
が
水
難
事
故
で
亡
く
な
っ

た
。
夏
休
み
の
家
族
旅
行
の
途

中
だ
っ
た
。
夏
休
み
、
家
族
４

人
で
沖
縄
に
。
そ
こ
で
ダ
イ
ビ

ン
グ
の
講
習
を
受
け
て
い
た
ら

し
い
。
そ
ん
な
な
か
で
心
肺
停

止
。
55
歳
だ
っ
た
。

　

楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
る
た

め
の
家
族
旅
行
だ
っ
た
は
ず
。

夫
や
子
供
た
ち
の
こ
と
を
思
う

だ
け
で
、
わ
た
し
が
涙
が
止
ま

ら
な
か
っ
た
。
き
っ
と
、
奥
さ

ん
も
普
通
に
東
京
の
自
宅
に
帰

っ
て
く
る
つ
も
り
で
出
か
け
た

い
る
と
思
っ
て
い
る
。け
れ
ど
、

本
当
に
い
つ
何
が
あ
る
か
な
ん

て
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。

﹁
人
生
の
最
期
、
人
は
、
や
っ

た
こ
と
で
な
く
、
や
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
後
悔
す
る
﹂
と
多
く

の
人
か
ら
聞
い
た
。
だ
と
す
る

と
、
わ
た
し
は
ま
だ
ま
だ
後
悔

だ
ら
け
。
そ
し
て
、
や
っ
ぱ
り

後
悔
し
た
く
な
い
。
わ
た
し
の

友
人
で
人
気
講
師
の
ひ
と
り
、

朝
倉
千
恵
子
さ
ん
は
、
い
つ
も

言
う
。﹁
や
ら
ず
に
後
悔
す
る

よ
り
も
、
や
っ
た
ら
経
験
に
な

る
﹂
そ
の
言
葉
を
特
に
今
、
噛

み
締
め
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
自
粛
生
活

も
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
る
。
で

も
﹁
こ
の
ま
ま
自
粛
し
て
い
て

い
い
の
だ
ろ
う
か
？
﹂
そ
ん
な

こ
と
を
た
く
さ
ん
の
人
が
思
い

始
め
て
い
る
。
確
か
に
移
さ
な

い
努
力
、
移
ら
な
い
努
力
は
必

要
。
特
に
お
年
寄
り
や
持
病
の

あ
る
人
は
、
神
経
質
に
な
る
の

も
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

で
も
注
意
し
な
が
ら
、
活
動
を

し
て
い
き
た
い
。
最
期
に
後
悔

し
た
く
な
い
。

　

人
は
い
つ
か
必
ず
死
ぬ
。
そ

れ
だ
け
は
避
け
ら
れ
な
い
。
な

ら
ば
、
せ
い
い
っ
ぱ
い
生
き
た

い
。﹁
い
い
人
生
だ
っ
た
﹂
そ

う
最
期
に
言
い
た
い
。
そ
ん
な

こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
の

１
週
間
だ
っ
た
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ

ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂

﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂
な

ど
多
数
。

 

﹁
人
生
の
最
期
を
考
え
た
日
﹂

は
ず
。
ま
さ
か
、
自
分
が
沖
縄

で
帰
ら
ぬ
人
に
な
る
な
ん
て
思

っ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
。

　

﹁
い
つ
何
が
あ
っ
て
も
後
悔

し
な
い
生
き
方
を
し
た
い
﹂
い

つ
も
そ
う
思
っ
て
い
る
し
、
そ

う
言
っ
て
い
る
。
で
も
、
心
の

ど
こ
か
で
、
ま
だ
ま
だ
生
き
て

　

ラ
イ
セ
ン
ス
パ
ワ
ー
︵
株
︶

は
９
月
16
日
︵
水
︶
か
ら
、
公

認
協
会
認
定
の
国
際
ア
ン
チ
エ

イ
ジ
ン
グ
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
資
格
講
座
を
開
催
す
る
。
週

１
回
２
時
間
８
回
コ
ー
ス
。
時

間
は
午
後
３
時
30
分
、
ま
た
は

６
時
30
分
ス
タ
ー
ト
。
会
場
は

講
師
自
宅
︵
２
番
街
45
丁
目
︶

に
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
授
業
。
教

材
は
英
語
︵
日
本
語
訳
あ
り
︶

で
英
語
専
門
用
語
も
両
方
学

ぶ
。
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
た

め
の
食
品
、
美
肌
、
酸
化
酵
素
、

ビ
タ
ミ
ン
、
細
胞
の
若
さ
保

持
、
活
性
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
必

須
ア
ミ
ノ
酸
食
、
漢
方
、
ハ
ー

ブ
の
効
用
な
ど
に
つ
い
て
指
導

す
る
。
試
験
合
格
者
は
講
師
養

成
講
座
へ
進
み
、
公
認
認
可
校

と
し
て
独
立
開
講
が
可
能
。
米

国
、
日
本
、
英
国
な
ど
で
公
式

称
号
の
も
と
活
動
で
き
る
。
講

師
は
﹁
皆
で
１
２
０
歳
ま
で
元

気
に
楽
し
く
美
し
く
﹂
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
る
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
公
認
協
会
認
定
栄
養
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
武
石
越
路
さ

ん
︵
共
立
女
子
大
学
食
物
科
卒

業
︶。
通
信
教
育
受
講
も
可
能
。

　

受
講
料
は
１
８
９
５
ド
ル

︵
登
録
料
、
テ
キ
ス
ト
代
、
日

本

語

訳
、

資

料

代
、

受

験

料
、
証
書
代
な
ど
含
む
︶。
申

し
込
み
時
に
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

を
見
た
と
伝
え
る
と
１
０
０

ド
ル
引
き
に
な
る
。
問
い
合

わ

せ
・

申

し

込

み

は

電

話

６
４
６
・
９
３
２
・
８
９
０
０
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルK

oshiji.
T

@
gm

ail.com
 

ま

で
。

詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
licensepow

er.net

を
参
照
。

　

女
性
権
利
運
動
の
パ
イ
オ
ニ

ア
と
し
て
知
ら
れ
る
３
人
の
女

性
の
銅
像
が
８
月
26
日
、
セ
ン

ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク
で
公
開
さ
れ

た
。 

　

開
園
か
ら
１
６
７
年
で
、
同

公
園
で
実
在
し
た
女
性
の
銅
像

が
設
置
さ
れ
る
の
は
初
め
て
と

な
っ
た
。３
人
は
ソ
ジ
ャ
ー
ナ
・

ト
ゥ
ル
ー
ス
、
ス
ー
ザ
ン
・
ア

ン
ソ
ニ
ー
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
キ

ャ
デ
ィ
・
ス
タ
ン
ト
ン
で
、
い

ず
れ
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点

と
し
、
男
女
や
人
種
差
別
の
撤

廃
、
人
権
の
平
等
を
求
め
る
運

動
を
先
導
し
た
。 

　

高
さ
14
フ
ィ
ー
ト
の
同
銅
像

は
、
公
共
の
場
で
女
性
の
歴
史

を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

非
営
利
団
体
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ

ル
・
ウ
ィ
メ
ン
が
、
婦
人
参
政

権
を
認
め
る
米
国
憲
法
第
19
条

の
成
立
１
０
０
周
年
を
記
念
し

て
計
画
し
、
彫
刻
家
の
メ
レ
デ

ィ
ス
・
バ
ー
グ
マ
ン
さ
ん
が
制

作
し
た
。
ま
た
ガ
ー
ル
・
ス
カ

ウ
ト
団
も
ク
ッ
キ
ー
の
売
上
か

ら
少
な
く
と
も
２
０
０
０
ド
ル

を
同
計
画
に
寄
付
し
た
。
除
幕

式
に
は
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト

ン
元
国
務
長
官
や
キ
ャ
ロ
ラ
イ

ン
・
マ
ロ
ニ
ー
下
院
議
員
な
ど

が
出
席
し
た
。

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
特
化

栄
養
コ
ン
サ
ル
を
育
成

初
の
女
性
銅
像 

セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク
に

mailto:info@jec-ny.org
http://www.faminet.net/komet
mailto:jt22461007@yahoo.co.jp
mailto:Koshiji.T@gmail.com
https://www.licensepower.net/
https://imacococare.net/mindfulness_1/
https://www.nipponclub.org/event/webinar-education-070920/?lang=ja
https://www.joes.or.jp/
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知
っ
て
い
ま
し
た
か
？
靴
の

値
段
が
高
い
ほ
ど
、
け
が
を
す

る
確
率
が
高
い
と
い
う
こ
と

を
。
４
０
０
０
人
以
上
の
ラ
ン

ナ
ー
に
取
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
、
95
ド
ル
以
上
の
靴
を
履

い
て
い
た
人
は
、
40
ド
ル
以
下

の
靴
を
履
い
て
い
た
人
よ
り
、

け
が
を
し
た
確
率
が
２
倍
以
上

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
さ
ら
に
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ュ

ー
ズ
を
履
く
と
、
け
が
を
し
に

く
い
と
思
う
人
が
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
考
え
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
事
実
は
あ
り
ま
せ

ん
。
走
る
時
に
は
、
足
が
地
面

に
近
け
れ
ば
近
い
ほ
ど
良
い
の

で
す
。
そ
の
理
由
は
、
足
は
直

接
硬
い
地
面
に
当
た
る
方
が
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
良
く
取
れ
る

か
ら
な
の
で
す
。
ク
ッ
シ
ョ
ン

の
あ
る
靴
を
履
く
と
、
そ
の
分
、

足
が
地
面
か
ら
離
れ
て
し
ま
う

の
で
、
足
が
地
面
に
当
た
ろ
う

と
余
計
な
力
が
入
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

　「
え
！
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
。

ク
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
る
か
ら
、
足

が
地
面
に
当
た
る
力
は
減
る
は

ず
で
し
ょ
？
」
と
思
う
人
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
の
考
え
方
は
間
違
っ
て
い
ま

す
。
ナ
イ
キ
の
研
究
に
よ
り
と
、

靴
の
中
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
、
足
が
地
面
を
蹴

る
力
が
強
か
っ
た
の
で
す
。
こ

の
余
計
な
力
が
、
け
が
の
原
因

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
う

言
う
わ
け
で
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
の

う
す
い
安
い
靴
の
方
が
ク
ッ
シ

ョ
ン
の
ぶ
厚
い
高
い
靴
よ
り
ケ

ガ
を
す
る
確
率
が
少
な
い
の
で

す
。

　
そ
こ
で
僕
は
今
年
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を
買
う
時
に
、

「
40
ド
ル
以
下
の
靴
を
買
い
た

い
！
」
と
言
い
ま
し
た
。
母
に

ち
ょ
っ
と
不
思
議
そ
う
に
見
ら

れ
た
け
れ
ど
、
今
僕
が
履
い
て

い
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
は

40
ド
ル
な
ん
で
す
。

　
で
は
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
全
く

使
わ
な
い
で
走
れ
る
方
法
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
う
で

す
、
裸
足
で
す
。
し
か
も
、
裸

足
で
走
る
と
、
走
る
フ
ォ
ー
ム

が
も
っ
と
良
く
な
る
と
本
の
中

に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
今
年

の
夏
、
僕
は
ト
ラ
ッ
ク
を
裸
足

で
走
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

二
周
も
走
ら
な
い
う
ち
に
、
あ

ま
り
の
痛
さ
に
立
ち
止
ま
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
足
を
見
る
と
、

大
き
な
豆
が
い
く
つ
も
出
来
て

い
ま
し
た
。
僕
は
痛
い
足
の
裏

を
か
ば
い
な
が
ら
、
ペ
ン
ギ
ン

歩
き
で
帰
り
ま
し
た
。

　
裸
足
で
か
た
い
ト
ラ
ッ
ク
の

上
を
走
っ
た
ら
痛
か
っ
た
け
れ

ど
、
草
の
上
を
走
っ
て
み
る
と

天
国
に
い
る
み
た
い
に
、
気
持

ち
よ
か
っ
た
で
す
。
草
の
上
で

は
10
分
間
、
途
中
で
速
度
を
上

げ
て
走
っ
て
も
痛
み
を
感
じ
ま

せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
何

週
間
か
前
の
朝
、
裸
足
で
走
り

始
め
た
時
、
あ
ま
り
の
冷
た
さ

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ

の
日
の
温
度
は
割
と
低
か
っ

た
し
、
草
に
露
が
つ
い
て
い
た

の
で
、
足
が
こ
ご
え
て
落
ち
る

か
と
思
う
ほ
ど
痛
く
な
り
ま
し

た
。

　
靴
は
豆
だ
け
で
な
く
、
寒
さ

や
、
地
面
に
落
ち
て
い
る
危
険

物
か
ら
も
、
足
を
守
っ
て
く
れ

ま
す
。
で
も
、
本
当
に
裸
足
で

走
っ
た
方
が
良
い
と
言
う
の
な

ら
、
僕
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

で
し
ょ
う
？
１
マ
イ
ル
の
ア
メ

リ
カ
最
高
記
録
を
持
っ
て
い
る

A
lan W

ebb

と
い
う
ラ
ン
ナ

ー
は
、
特
別
な
裸
足
の
練
習
を

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
今
度
か

ら
は
、
豆
が
出
来
な
い
よ
う
に
、

天
気
の
良
い
暖
か
い
日
に
草
の

上
を
裸
足
で
走
り
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　（
滞
米
15
年
）
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か
ぞ
く
と
も
り
に
い
き
ま
し

た
。
そ
の
も
り
に
は
、
シ
カ
や

リ
ス
や
キ
ツ
ネ
が
い
ま
す
。
そ

し
て
、
と
て
も
き
れ
い
な
お
が

わ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
か
わ
で
、
か
ぞ
く
と
み

ず
あ
そ
び
を
し
ま
し
た
。
あ
み

で
ち
い
さ
な
さ
か
な
と
お
た
ま

じ
ゃ
く
し
を
と
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
こ
の
も
り
が
だ

い
す
き
で
す
。
か
ぞ
く
と
た
く

さ
ん
あ
そ
ん
だ
り
、
さ
ん
ぽ
し

た
り
で
き
る
か
ら
で
す
。
ま
た

い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　  

　（
滞
米
５
年
）

　
ぼ
く
は
、
十
二
月
に
ア
メ
リ

カ
に
来
て
、
一
月
に
現
地
校
と

補
習
校
に
行
き
始
め
ま
し
た
。

二
ヶ
月
ち
ょ
っ
と
通
っ
て
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
休
校
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
外
に
も
出

れ
な
い
の
で
、
英
語
に
触
れ
る

機
会
も
少
な
い
の
で
、
英
語
も

上
達
し
な
い
し
、
日
本
の
勉
強

も
遅
れ
て
い
る
気
が
し
て
、
ぼ

く
は
何
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
に

来
て
い
る
か
と
焦
る
ば
か
り
で

す
。

　
早
く
学
校
が
開
校
に
な
っ
て

ほ
し
い
な
と
い
う
思
い
と
、
コ

ロ
ナ
の
感
染
が
怖
い
な
と
い
う

思
い
が
入
り
混
じ
っ
て
い
ま

す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
な

く
、
み
ん
な
と
一
緒
に
学
校
で

何
の
心
配
も
な
く
、
勉
強
が
出

来
る
日
が
来
る
ま
で
、
自
宅
で

が
ん
ば
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
滞
米
９
か
月
）

　
　
　
□
　
　
□
　
　
□

「
学
校
に
つ
い
て
」

　
　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
石
　
凌
哉

春
は
花
粉
症
。
白
い
紙
が
部
屋

中
に
ち
ら
か
る
。
母
上
に
お
こ

ら
れ
る
日
常
。

夏
は
プ
ー
ル
。
青
い
水
が
ま
る

で
か
が
み
の
よ
う
。
プ
ー
ル
の

回
り
で
す
べ
っ
て
病
院
に
行
っ

た
。

秋
は
稼
ぎ
時
。
落
ち
葉
拾
う
た

び
、
お
金
を
稼
ぐ
。
部
屋
を
掃

除
す
る
と
ボ
ー
ナ
ス
。

冬
は
光
熱
費
。
風
呂
、こ
た
つ
、

な
ど
の
家
電
光
熱
費
が
上
が

る
。省
エ
ネ
に
が
ん
ば
る
家
族
。

　
　  

　（
滞
米
12
年
10
か
月
）

■児童生徒作文のページ■

（記載学年は応募時のものです）

「
靴
を
履
く
な
！
」

　
　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
浜
　
純

「
枕
の
掃
除

（
自
分
流
枕
草
子
）」

　
　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
補
習
授
業
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
習
田
　
日
礼

「友だちをはげます」
　　　　　中部テネシー日本語補習校小５

　　　　　　　　　　　　　　　門西　寿真

「きれいなもり」
　　　ニュージャージー補習授業校幼児部

　　　　　　　　　　　　　よしだ　さくら

　
も
し
、
落
ち
こ
ん
で
い
る

友
だ
ち
や
人
が
い
た
ら
助
け

た
り
、
ぼ
く
は
は
げ
ま
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

周
り
の
ふ
ん
い
き
を
良
く
し

た
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
ぼ
く
が
は
げ
ま
し
た
こ
と

や
、
友
だ
ち
に
は
げ
ま
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
は
忘
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
落
ち
こ
ん

で
い
た
り
悩
ん
で
い
る
人
が

い
た
ら
必
ず
声
を
か
け
て
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
な
ら
、

協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
け
ん
か
を
し
て
落

ち
込
ん
で
い
る
友
だ
ち
が
い

た
ら
そ
ば
に
行
っ
て
、「
何
か

い
や
な
事
さ
れ
た
の
？
」
と

か
、「
そ
ん
な
に
悪
気
は
な
か

っ
た
と
思
う
よ
。」
と
か
、
相

手
の
事
を
分
か
っ
て
あ
げ
た

り
、
な
ぐ
さ
め
て
あ
げ
ら
れ

る
言
葉
を
か
け
て
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
と
に
か
く
友
だ
ち
は
大
切
。

だ
か
ら
こ
そ
、
ぼ
く
は
大
切

な
友
だ
ち
を
は
げ
ま
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　  

　  

　（
滞
米
10
か
月
）

http://www.newjersryjapaneseschool.org
https://sundai-osn.jp/usa
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
不

動
産
市
場
が
い
ま
活
況
を
呈
し

て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

か
ら
の
バ
イ
ヤ
ー
が
殺
到
し

て
い
る
の
だ
。
写
真
の
物
件

は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト

ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
の
ふ
も
と
に
あ

る
高
層
ビ
ル
、﹁
ザ
・
パ
リ
セ

イ
ズ
﹂
の
ワ
ン
・
ベ
ッ
ド
ル
ー

ム
。
７
９
７
平
方
フ
ィ
ー
ト
の

ゆ
と
り
の
あ
る
部
屋
で
、
窓
か

ら
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト

ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
と
フ
ォ
ー
ト
リ

ー
の
街
並
み
が
見
渡
せ
る
オ
ー

プ
ン
・
ビ
ュ
ー
。
値
段
も
手
ご

ろ
な
29
万
ド
ル
。
３
％
と
い
う

奇
跡
的
な
低
金
利
の
た
め
こ
の

価
格
帯
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

　

室
内
に
洗
濯
機
と
乾
燥
機
完

備
。
オ
ー
プ
ン
・
キ
ッ
チ
ン
な

の
で
料
理
を
す
る
人
だ
け
が
キ

ッ
チ
ン
に
取
り
残
さ
れ
な
い
。

こ
れ
は
、
と
て
も
重
要
な
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
だ
。
写
真
に
写
っ
て

い
る
家
具
は
希
望
者
に
は
無
料

で
提
供
し
て
く
れ
る
。
屋
内
駐

車
場
が
１
台
分
付
い
て
お
り
、

ビ
ル
は
、
24
時
間
体
制
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
ド
ア
マ
ン
が
い

る
。
広
い
ロ
ビ
ー
か
ら
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
景
色
が
見
渡

せ
、
来
訪
者
の
歓
声
が
響
く
こ

と
も
。
ジ
ム
、
プ
ー
ル
、
図
書

室
、会
議
室
、ク
ラ
ブ
・
ル
ー
ム
、

さ
ら
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
ま
で
入
っ
て
い
る
。
元
気
な

人
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ま
で
橋

を
渡
っ
て
走
っ
て
行
け
る
。
ト

ラ
イ
し
て
み
て
は
い
か
が
？

　

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
０
１
・
７
７
９
・
４
５
０
８
、

Ｅ

メ

ー

ル　

m
furusho@

redacinc.com

、
古
姓
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
リ
ロ
　
リ
ダ
ッ

ク
︶

Ｎ
Ｊ
ハ
イ
ラ
イ
ズ
・
コ
ン
ド

﹁T
he Palisades

﹂

素
晴
ら
し
い
眺
望

　

米
国
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ナ
ー
協
会
︵
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ａ
︶
は
、

恒
例
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
13
日

︵
日
︶
か
ら
16
日
︵
水
︶
ま
で

開
催
す
る
が
、
今
期
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
を
警
戒
し
、
ほ
と
ん

ど
の
ラ
ン
ウ
ェ
イ
シ
ョ
ー
を
デ

ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
よ
る
仮
想
︵
バ
ー
チ
ャ
ル
︶

ラ
ン
ウ
ェ
イ
シ
ョ
ー
で
行
う
と

８
月
27
日
に
発
表
し
た
。
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ
モ
州
知
事
は

８
月
25
日
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
の
た
め
、
入
場
者
を
屋

内
の
許
容
人
数
の
50
％
以
下

に
、
屋
外
で
も
参
加
者
を
50
人

以
内
に
留
め
る
と
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
８
月
末
時

点
で
68
の
シ
ョ
ー
が
登
録
さ
れ

て
い
る
が
、
常
連
の
ト
ム
フ
ォ

ー
ド
、
ア
ナ
ス
イ
、
ニ
コ
ー
ル

ミ
ラ
ー
、
ビ
ブ
ー
モ
ハ
パ
ト
ラ

な
ど
の
名
は
あ
る
も
の
の
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
御
所
、
マ
ー

ク
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
、
オ
ス
カ
ー

デ
ラ
レ
ン
タ
、
ラ
ル
フ
ロ
ー
レ

ン
、
カ
ル
バ
ン
ク
ラ
イ
ン
な
ど

は
参
加
し
な
い
。

　

日
本
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
富
永

航
氏
が
初
登
場
す
る
が
、
こ
れ

ま
で
14
年
間
欠
か
さ
ず
に
参
加

し
て
き
た
ブ
ラ
ン
ド
、
タ
ダ
シ

シ
ョ
ー
ジ
は
不
参
加
と
な
っ
て

い
る
。

　

︵
写
真
は
オ
ス
カ
ー
デ
ラ
レ

ン
タ
の
ラ
ン
ウ
ェ
イ
シ
ョ
ー
／

２
０
１
８
年
、
撮
影
・
ワ
イ
ン

ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
︶

今
秋
の
Ｎ
Ｙ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

ラ
ン
ウ
ェ
イ
シ
ョ
ー
は
主
に
バ
ー
チ
ャ
ル

https://www.redacinc.com/
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週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の
読
者
の
皆

さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！ 

こ
の

夏
は
、
旅
の
計
画
が
立
て
づ
ら

く
、
レ
ジ
ャ
ー
に
出
か
け
て
な

い
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？ 
そ
ん
な
方
々
に
週

末
、
車
で
気
軽
に
１
泊
２
日
で

楽
し
め
る
秋
の
ボ
ス
ト
ン
と
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
バ
ー
ク
シ

ャ
ー
エ
リ
ア
を
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ
ト
ラ

ベ
ル
よ
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ボ
ス
ト
ン
の
９
月
は
夏
の
厳

し
い
暑
さ
が
終
わ
り
徐
々
に
秋

ら
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
秋
の

ボ
ス
ト
ン
と
バ
ー
ク
シ
ャ
ー
地

方
は
１
年
の
う
ち
で
最
も
色
鮮

や
か
な
紅
葉
が
美
し
い
季
節
を

迎
え
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
お

か
げ
で
新
し
い
旅
の
か
た
ち
が

問
わ
れ
、
車
を
使
っ
て
家
族
単

位
で
の
自
然
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
だ
と
片

道
約
４
時
間
位
の
ド
ラ
イ
ブ
で

す
が
、
往
路
は
シ
ン
プ
ル
に
95

号
線
を
北
上
し
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト

の
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
や
ロ
ー
ド
ア

イ
ラ
ン
ド
州
の
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス

を
通
過
し
ボ
ス
ト
ン
ま
で
来
て

く
だ
さ
い
。
到
着
し
た
ら
車
は

駐
車
場
へ
入
れ
て
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
タ
ウ
ン
の
ボ
ス
ト
ン
を
ご

自
分
の
足
で
満
喫
し
ま
し
ょ

う
。

　

ボ
ス
ト
ン
は
ア
メ
リ
カ
建
国

の
発
祥
の
地
で
、
イ
ギ
リ
ス
か

ら
清
教
徒
が
来
て
発
展
し
ま
し

た
。
市
内
に
は
植
民
地
時
代
か

ら
独
立
ま
で
に
関
わ
っ
た
16
か

所
の
史
跡
を
結
ぶ
全
長
４
キ
ロ

の
﹁
フ
リ
ー
ダ
ム
ト
レ
イ
ル
﹂

と
い
う
歩
い
て
見
学
す
る
コ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
旅
の

か
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
合
い
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
が
で
き
て
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
歩
き
な
が
ら
歴
史
的
な
エ
リ

ア
を
見
学
で
き
る
、
大
変
好
評

な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
で
す
。
ど
ん
な
史
跡
が

あ
る
か
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ボ
ス
ト
ン
コ
モ
ン
は
、
夏
な

ら
緑
豊
か
な
、
秋
に
は
カ
エ
デ

や
ポ
プ
ラ
が
色
づ
く
ア
メ
リ
カ

最
古
の
公
園
で
す
が
、
入
植
し

た
清
教
徒
が
共
有
地
と
し
て
使

い
始
め
た
一
画
で
す
。
サ
ミ

ュ
エ
ル
・
ア
ダ
ム
ズ
、
ポ
ー

ル
・
リ
ビ
ア
や
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン

コ
ッ
ク
と
い
っ
た
教
科
書
に
名

を
連
ね
る
独
立
革
命
家
達
が
眠

る
グ
ラ
ナ
リ
ー
墓
地
、
そ
し
て

１
７
７
６
年
に
独
立
宣
言
書
を

読
み
上
げ
た
オ
ー
ル
ド
ス
テ
イ

ト
ハ
ウ
ス
で
は
、
感
慨
深
げ
に

宣
言
書
を
読
み
上
げ
た
バ
ル
コ

ニ
ー
を
見
上
げ
て
い
る
ア
メ
リ

カ
人
た
ち
が
い
ま
す
。
史
跡
は

全
部
で
16
か
所
あ
り
ま
す
が
、

最
終
地
点
に
は
独
立
戦
争
の
舞

台
と
な
っ
た
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
と

い
う
小
高
い
丘
に
記
念
塔
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
︵
バ
ン
カ
ー

ヒ
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
︶。
全
長

４
キ
ロ
で
す
が
少
し
折
り
返
し

て
歩
い
て
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
最
低
で
も
５
キ
ロ

位
は
歩
く
覚
悟
が
必
要
で
す
。

途
中
、
ク
イ
ン
シ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
バ
ー
が
立

ち
並
び
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
テ
ィ
オ

で
美
味
し
そ
う
に
生
ビ
ー
ル
を

飲
む
人
た
ち
の
横
を
歩
く
と
誘

惑
に
負
け
そ
う
に
な
り
ま
す

が
、
終
点
ま
で
歩
い
て
か
ら
の

お
楽
し
み
と
し
て
下
さ
い
。

　

デ
ィ
ナ
ー
に
は
ロ
ブ
ス
タ

ー
と
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー
を
、

Steam
ed

ま
た
はB

oiled

の

ぷ
り
ぷ
り
し
た
ロ
ブ
ス
タ
ー
に

は
レ
モ
ン
汁
を
か
け
て
さ
っ
ぱ

り
と
頂
く
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。

そ
し
て
ボ
ス
ト
ン
の
締
め
く
く

り
は
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
デ
ザ
ー

ト﹁
ボ
ス
ト
ン
ク
リ
ー
ム
パ
イ
﹂

を
是
非
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

翌
日
は
朝
の
う
ち
に
ボ
ス
ト

ン
を
出
発
し
、
ル
ー
ト
２
号
線

で
ひ
た
す
ら
西
へ
向
か
い
﹁
モ

ホ
ー
ク
ト
レ
イ
ル
﹂
を
目
指
し

ま
す
。
途
中
、
ア
メ
リ
カ
独
立

戦
争
の
舞
台
と
な
っ
た
コ
ン
コ

ー
ド
、
ワ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
マ
ウ

ン
テ
ン
麓
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
風
フ
ァ
ー
ム
や
家
々
を
眺

め
な
が
ら
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
リ
バ

ー
を
渡
り
走
る
こ
と
約
１
時
間

45
分
、
91
号
線
と
交
わ
る
所
に

あ
る
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
と

い
う
小
さ
な
町
に
到
着
し
ま

す
。
こ
こ
か
ら
﹁
モ
ホ
ー
ク
ト

レ
イ
ル
﹂
の
景
勝
道
路
が
始
ま

り
ま
す
。

　

昔
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン

が
貿
易
ル
ー
ト
と
し
て
物
資
を

運
ん
で
い
た
道
で
、
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
西
部
の
２
号
線
63

マ
イ
ル
︵
約
１
０
０
キ
ロ
強
︶

区
間
を
﹁
モ
ホ
ー
ク
ト
レ
イ

ル
﹂
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
例
年

秋
に
は
全
米
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
が
紅
葉
鑑
賞
を
目
当
て
に
訪

れ
ま
す
が
、
今
年
は
州
の
移
動

制
限
が
あ
る
の
で
、
そ
ん
な
に

混
ま
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
山
間
部
を
縫
う
よ
う
に

ヘ
ヤ
ピ
ン
カ
ー
ブ
も
あ
っ
て
、

日
光
の
い
ろ
は
坂
を
思
い
出
さ

せ
る
山
道
で
す
。
ル
ー
ト
沿
い

の
主
な
町
は
、
シ
ェ
ル
バ
ー
ン

フ
ォ
ー
ル
ズ
、
シ
ャ
ー
ル
モ
ン

ト
、
フ
ロ
リ
ダ
、
ノ
ー
ス
ア
ダ

ム
ス
な
ど
が
あ
り
、
滝
や
川
の

自
然
、
そ
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
や

ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
景
観

を
楽
し
め
る
車
寄
せ
も
所
々
に

あ
り
ま
す
の
で
、
途
中
下
車
や

ラ
ン
チ
を
取
り
な
が
ら
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
最
西
端
の
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
タ
ウ
ン
ま
で
続
く
ニ
ュ

ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
景
色
を
堪

能
し
て
く
だ
さ
い
。︵
参
照
：

w
w

w
.m

ohaw
ktrail.com

/
driving-tours.htm

l

︶

　

こ
の
先
は
ル
ー
ト
７
号
線
と

交
わ
り
、
南
下
し
て
ス
ト
ッ
ク

ブ
リ
ッ
ジ
に
あ
る
ア
メ
リ
カ

の
偉
大
な
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
、
ノ
ー
マ
ン
・
ロ
ッ
ク
ウ
ェ

ル
美
術
館
へ
︵
現
在
入
場
予
約

制
︶。
展
示
ル
ー
ム
と
ロ
ッ
ク

ウ
エ
ル
の
ア
ト
リ
エ
や
広
い
ガ

ー
デ
ン
も
楽
し
め
ま
す
。
予

約
と
開
館
日
の
確
認
は
オ
ン

ラ
イ
ン
︵w

w
w

.nrm
.org/

︶

か
ら
。
ロ
ッ
ク
ウ
エ
ル
の
代

表

作
﹁Stockbridge M

ain 
Street at C

hristm
as

﹂
は
、

近
く
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が

描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
美
術
館

か
ら
車
で
５
分
位
の
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。
絵
に
も
描
か
れ
て

い
る
﹁
レ
ッ
ド
ラ
イ
オ
ン
・
イ

ン
﹂
が
現
在
も
営
業
を
続
け
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
立
ち
寄
っ

て
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
は
い
か

が
で
す
か
？ 

可
愛
ら
し
い
街

並
み
が
今
も
そ
の
ま
ま
残
っ
て

い
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク

が
済
ん
だ
ら
夕
方
に
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
へ
向
け
出
発
。
２
日

間
で
お
よ
そ
５
３
５
マ
イ
ル

位
︵
約
８
５
６
キ
ロ
︶
の
走
行

距
離
に
な
り
ま
す
が
、﹁
３
密
﹂

を
避
け
な
が
ら
も
、
密
度
の
濃

い
２
日
間
と
な
る
こ
と
間
違
い

無
し
で
す
。
１
泊
２
日
の
小
旅

行
を
見
直
し
て
是
非
お
試
し
下

さ
い
！

︵
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ
ト
ラ
ベ
ル
北
東
部

レ
ジ
ャ
ー
課
・
鈴
木
美
千
代
︶

www.iace-usa.com

車
で
気
軽
に
１
泊
２
日
の
紅
葉
見
物
へ

秋
の
ボ
ス
ト
ン
と
バ
ー
ク
シ
ャ
ー
地
方
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今
年
も
日
本
は
猛
暑
な
の

で
、
涼
を
求
め
て
静
岡
県
御
殿

場
︵
ご
て
ん
ば
︶
市
に
足
を
延

ば
し
て
き
ま
し
た
。
１
６
１
６

年
に
亡
く
な
っ
た
徳
川
家
康
の

遺
体
を
久
能
山
東
照
宮
か
ら
日

光
東
照
宮
へ
移
送
す
る
際
に
仮

の
御
殿
を
建
て
て
、
遺
体
を
安

置
し
た
の
が
﹁
御
殿
場
﹂
と
い

う
地
名
の
由
来
で
す
。
富
士
の

裾
野
に
広
が
る
御
殿
場
は
、
古

く
か
ら
保
養
地
や
避
暑
地
と
し

て
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
、
著
名

人
の
別
荘
も
数
多
く
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
別
荘
地
で
は
明
治
か

ら
昭
和
に
か
け
て
多
く
の
外
国

人
も
暮
ら
し
て
お
り
、
各
国
が

集
う
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
日
本

人
と
の
交
流
も
行
わ
れ
た
よ
う

で
す
。
特
に
二
の
岡
地
区
は

１
８
９
１
︵
明
治
24
︶
年
に
イ

ギ
リ
ス
人
の
バ
ン
テ
ン
グ
が
訪

れ
て
別
荘
を
建
て
、
そ
こ
を
訪

れ
た
ア
メ
リ
カ
人
の
レ
ー
マ
ン

も
別
荘
を
建
て
、
続
く
よ
う
に

外
国
人
の
別
荘
が
建
て
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
レ
ー
マ
ン
が
﹁
亜

米
利
加
︵
ア
メ
リ
カ
︶
村
﹂
と

名
付
け
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
時
代
に
な
る
と
、
外
国

人
に
理
解
の
あ
っ
た
福
岡
秀
猪

子
爵
に
よ
り
、
隣
接
す
る
御
料

地
を
借
り
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
ア
メ
リ
カ
村
の
人
々
が
移

り
住
み
、﹁
万
国
村
﹂
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
万

国
村
に
は
ド
イ
ツ
人
や
イ
ギ
リ

ス
人
な
ど
も
暮
ら
し
て
お
り
、

日
曜
学
校
や
音
楽
会
、
ピ
ク
ニ

ッ
ク
な
ど
の
行
事
も
行
わ
れ
、

地
元
の
人
々
や
別
荘
で
働
く
日

本
人
も
参
加
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
別
荘
地
に
は
、
１
９
０
６

︵
明
治
39
︶
年
に
宣
教
師
と
し

て
来
日
し
、
福
岡
の
西
南
学

院
の
院
長
を
務
め
た
Ｇ
・
Ｗ
・

ボ
ー
ル
デ
ン
夫
妻
も
い
ま
し

た
。
彼
ら
は
い
っ
た
ん
帰
国
後
、

１
９
１
８
︵
大
正
７
︶
年
か
ら

自
費
で
来
日
し
、
御
殿
場
に
在

住
し
ま
し
た
が
、
昭
和
恐
慌
で

農
村
が
困
窮
す
る
な
か
、
ボ
ー

ル
デ
ン
は
欧
米
の
農
業
を
教
え

る
と
と
も
に
豚
の
飼
育
法
や
ハ

ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
作
り
方
を

広
め
、
現
在
の
﹁
二
の
岡
ハ
ム
﹂

と
し
て
地
元
の
名
産
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ボ
ー
ル
デ
ン
夫
妻
は

万
国
村
世
話
役
や
農
業
の
助
言

者
と
し
て
、
ま
た
日
本
人
と
外

国
人
の
橋
渡
し
役
と
し
て
慕
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
日
米
の
関

係
の
悪
化
に
よ
り
、
１
９
３
６

︵
昭
和
11
︶
年
に
多
く
の
人
に

惜
し
ま
れ
な
が
ら
帰
国
し
ま
し

た
。
万
国
村
は
そ
の
後
、
恵
泉

女
学
園
に
委
ね
ら
れ
、
横
浜
山

手
女
学
院
︵
フ
ェ
リ
ス
︶
捜
真

女
学
校
な
ど
が
施
設
を
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。

　

東
山
地
区
に
は
１
９
１
５

︵
大
正
４
︶
年
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東

山
荘
が
建
て
ら
れ
、
こ
の
地

区
に
は
元
老
西
園
寺
公
望
公
や

映
画
監
督
の
黒
澤
明
、
慶
応
義

塾
の
塾
長
で
あ
っ
た
小
泉
信

三
、
女
優
の
東
山
千
栄
子
な
ど

の
著
名
人
の
別
荘
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
首
相
を
務
め
た
岸

信
介
は
、
73
歳
の
時
建
築
家
・

吉
田
五
十
八
に
よ
っ
て
邸
宅
を

建
て
、
晩
年
の
17
年
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
２
０
０
３
︵
平
成

15
︶
年
に
御
殿
場
市
に
寄
贈
さ

れ
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
９
４
１
︵
昭
和

16
︶
年
に
は
秩
父
宮
殿
下
が
療

養
の
た
め
別
邸
を
求
め
ら
れ
、

茅
葺
屋
根
の
井
上
準
之
助
邸

︵
旧
小
宮
山
邸
︶
を
譲
り
受
け

ま
し
た
。
敷
地
内
に
は
、
い
ま

も
防
空
壕
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
殿
下
が
逝
去
さ
れ
た
後
も

妃
殿
下
は
夏
を
中
心
に
御
殿
場

別
邸
で
過
ご
さ
れ
、
１
９
９
６

︵
平
成
８
︶
年
に
妃
殿
下
の
御

遺
言
に
よ
り
別
邸
は
御
殿
場
市

に
寄
贈
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
現

在
﹁
秩
父
宮
記
念
公
園
﹂
と
し

て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

︵
文
・
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立

博
物
館
副
館
長
︶

御殿場の
別荘

http://www.iace-usa.com
http://www.iace-usa.com
http://www.iace-usa.com
http://www.iace-usa.com
www.mohawktrail.com/driving-tours.html
http://www.nrm.org/
http://jweeklyusa.com
http://op-ed.jp
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https://america-keitai.com/
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http://ena-kikoku.com/



